
タ
イ
に
お
け
る
国
家
領
域
の
成
立
過
程

ー
チ
ャ
ク
リ
改
革
期
を
中
心
と
し
て
一

田

辺

繁

治

タイにおける国家領域の成立過程（田辺）

〔
要
約
】
　
一
九
世
紀
後
半
の
西
欧
植
民
地
勢
力
の
進
出
は
、
ラ
タ
ナ
コ
ー
シ
ソ
朝
旧
制
度
下
の
タ
イ
社
会
に
急
激
な
変
動
を
も
た
ら
し
た
。
チ
ャ
ク
リ
改

革
は
西
欧
植
民
地
勢
力
の
外
圧
を
直
接
的
契
機
と
し
、
そ
れ
に
対
坐
す
る
此
世
王
を
頂
点
と
す
る
チ
ャ
ク
リ
王
室
権
力
に
よ
る
一
連
の
内
政
改
革
と
し
て

性
格
づ
け
ら
れ
る
。
辺
境
の
朝
貫
土
侯
領
域
に
対
す
る
外
圧
は
、
国
家
の
存
立
の
危
機
と
し
て
認
識
さ
れ
、
旧
制
度
下
の
地
方
国
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た

国
家
領
域
の
統
治
形
態
の
改
革
が
せ
ま
ら
れ
た
。
外
圧
に
対
浴
す
る
領
域
統
治
の
改
革
は
ダ
ム
β
ソ
親
王
を
長
と
す
る
内
務
省
に
よ
っ
て
着
手
さ
れ
、
旧

来
の
地
方
国
を
州
と
し
て
統
合
す
る
過
程
で
、
中
央
集
権
的
統
治
を
実
現
し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
テ
ー
サ
ー
ピ
パ
ー
ン
体
制
の
確
立
が
そ
れ
で
あ
る
。
地

方
国
主
に
よ
る
独
自
の
統
治
・
経
営
を
否
定
し
た
テ
ー
サ
ー
ビ
バ
ー
ン
体
制
は
、
領
域
統
治
に
お
け
る
専
制
的
支
配
を
よ
り
機
能
的
・
合
理
的
に
貫
徹
す

る
手
段
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
旧
制
度
下
よ
リ
チ
ャ
ク
リ
改
革
期
に
い
た
る
團
家
領
域
と
そ
の
統
治
形
態
の
変
貌
を
追
求
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吏
林
第
五
五
巻
第
六
号
　
一
九
七
二
年
一
一
月

縣
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
ア
ユ
タ
ヤ
朝
（
一
三
五
〇
～
一
七
六
七
A
D
）
か
ら
ラ
タ
ナ
コ
ー
シ
ソ
朝
（
一
七
入
二
A
D
～
）
初
期
に
か
け
て
の
、
い
わ
ゆ
る
旧
制
度
タ
イ
に
お

け
る
国
家
領
域
の
統
治
形
態
は
、
基
本
的
に
は
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
…
・
デ
ル
タ
の
首
都
囚
毎
昌
σ
q
に
よ
る
地
方
国
論
¢
ρ
毒
隊
巴
σ
q
の
支
配
で
あ
っ

た
。
そ
の
外
側
に
は
緩
衝
国
的
性
格
を
も
つ
異
民
族
の
朝
貢
土
侯
領
域
℃
タ
臨
監
ω
鍵
雲
が
ひ
ろ
が
り
、
そ
こ
で
は
首
都
に
よ
る
支
配
も
空
間

的
距
離
に
し
た
が
っ
て
微
弱
で
あ
り
、
か
つ
断
続
的
で
あ
っ
た
。
眠
制
度
タ
イ
の
国
家
領
域
は
、
首
都
の
中
央
政
府
に
と
っ
て
し
ば
し
ば
朝
貢
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っ
て
し
ば
し
ば
明
ら
か
に
さ
れ

○
●
ρ
芝
巴
霧
、
石
井
ら
に
よ

来は

日
門
。
口
σ
q
以
来
、
ウ
ェ
ル
ズ

に
関
し
て
は
、
ダ
ム
ロ
ン
∪
禦

め
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
ア
ユ
タ

ヤ
朝
の
国
家
領
域
の
編
成
秩
序

概L図

と
の
関
係
は
、
そ
の
地
理
的
条

件
、
交
通
手
段
の
桐
異
な
ど
に

よ
っ
て
一
定
の
パ
タ
；
ン
が
認

図念

　
地
方
国
主
O
げ
8
旨
蔚
帥
鵠
σ
q

に
よ
っ
て
専
制
的
に
統
治
さ
れ

た
地
方
国
と
首
都
の
中
央
政
府

た
領
域
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。 は
地
方
国
に
よ
っ
て
梅
成
さ
れ

れ
て
い
た
が
、
樒
役
徴
発
や
物

納
税
ω
二
巴
な
ど
が
徴
収
さ
れ
、

実
質
的
な
支
配
の
お
よ
ん
だ
の
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タイにおける国家領域の成立過程（田辺）

　
　
②

て
き
た
。

　
旧
制
度
下
の
首
都
に
よ
る
地
方
国
支
配
の
形
態
は
、
一
九
世
紀
後
半
に
お
け
る
未
曾
有
の
変
動
期
に
あ
っ
て
、
大
き
な
変
貌
を
と
げ
る
。
西

欧
植
民
地
勢
力
の
外
圧
は
、
国
家
領
域
の
統
治
形
態
の
改
革
と
そ
れ
に
と
も
な
う
編
成
秩
序
の
改
変
を
も
た
ら
し
て
い
っ
た
。
こ
の
時
期
に
お

け
る
領
域
統
治
の
改
革
は
、
い
わ
ゆ
る
チ
ャ
ク
リ
改
革
の
一
環
と
し
て
遂
行
さ
れ
、
そ
こ
に
現
在
の
タ
イ
の
地
方
統
治
の
原
型
が
成
立
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
チ
ャ
ク
リ
改
革
期
の
領
域
統
治
に
関
す
る
研
究
は
、
近
年
の
タ
イ
研
究
者
に
よ
る
、
未
刊
行
文
書
を
含
む
タ
イ
史
料
の
検
討
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

よ
っ
て
し
だ
い
に
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
本
稿
で
は
そ
れ
ら
の
成
果
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
旧
制
度
か
ら
チ
ャ
ク
リ
改
革
期
に
い
た
る
国
家
領

域
の
変
貌
・
統
舎
の
過
程
を
追
求
す
る
。

註
①
　
こ
の
よ
う
な
国
家
領
域
の
観
念
を
直
流
に
示
す
も
の
と
し
て
一
九
三
五
年
、
地

　
　
上
局
囚
『
o
註
解
び
器
暮
監
発
行
の
『
シ
ャ
ム
歴
史
地
図
』
が
あ
る
。
そ
の
第
八

　
　
葉
勺
け
器
算
露
勺
峯
≦
暮
諺
鼻
下
プ
簿
ω
9
団
旨
旨
は
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀

　
　
初
頭
に
か
け
て
の
タ
イ
の
国
家
領
域
の
変
遷
を
簡
明
に
記
し
て
い
る
。
　
民
「
o
導

　
　
勺
げ
撃
。
o
暮
漂
℃
導
§
ミ
ミ
．
．
㌧
ミ
起
ミ
q
塁
§
鳶
”
、
”
筆
忌
葺
三
目
δ
ヨ
℃
ロ
器
駆
停
三
噛

　
　
勺
ξ
磐
9
悶
『
o
凹
溜
ぼ
．
ψ
漕
ミ
。
。
（
目
Φ
Q
Q
㎝
」
〆
．
H
）
．
）
●

　
②
∪
9
ヨ
8
お
手
得
。
冨
自
℃
冨
や
ω
2
匿
二
等
諺
。
言
。
g
δ
ヨ
旨
ρ
≦
。
纂
ぎ
①

　
　
穴
δ
導
贈
三
白
p
、
、
目
窪
暴
勇
囚
㊤
毛
。
湿
【
貯
。
附
磯
℃
峯
蚕
簿
ω
ρ
聴
ヨ
8
p
。
o

　
　
し
⇔
o
冨
『
げ
9
§
ミ
ミ
鳩
嵩
㌧
ミ
§
榊
愚
｝
§
層
o
Q
曜
日
奉
ξ
内
旨
猟
一
票
器
σ
q
三
蓬
蜀
饗
℃

　
　
勺
ぴ
H
ρ
昌
巴
（
げ
O
戸
勺
ぴ
¶
ω
’
b
Q
膳
Φ
れ
（
一
㊤
田
ソ
℃
℃
’
b
つ
①
I
P
　
（
ダ
ム
ロ
ン
親
王
「
＋
口
代

　
　
シ
ャ
ム
の
統
治
形
態
」
『
御
親
筆
集
』
）
≦
巴
・
。
・
、
頃
．
O
．
ρ
‘
」
曇
霞
牝
馬
9
§
』
題
恥

　
　
O
冬
ミ
§
ミ
ミ
§
ミ
臨
§
榊
螂
ミ
画
聖
§
§
．
（
壱
ウ
客
。
毛
尾
。
纂
℃
ち
①
伊
喝
℃
・
H
8
1

　
　
ω
餅
石
井
米
雄
、
「
ア
ユ
タ
ヤ
王
朝
の
統
治
範
囲
を
示
す
『
三
夕
法
典
』
中
の
3
テ

　
　
キ
ス
ト
」
、
　
『
東
南
ア
ジ
ア
研
究
陣
、
第
六
巻
第
二
号
、
京
都
、
　
一
九
六
八
年
、
　
｛

　
　
一
二
五
－
六
四
ペ
ー
ジ
。

　
③
チ
ャ
ク
リ
改
革
に
お
け
る
領
域
統
治
の
改
革
を
ダ
ム
探
ン
親
王
と
内
務
省
の
関

　
　
係
に
お
い
て
究
明
し
た
チ
ャ
ク
リ
ッ
ト
の
業
績
は
基
本
的
な
も
の
で
あ
り
、
チ
ュ

ヅ
、
ア
サ
ー
ら
の
地
方
行
政
研
究
も
先
駆
的
な
研
究
で
あ
る
。
ま
た
国
立
古
文
書

館
所
蔵
の
内
務
省
文
書
の
体
系
的
利
用
に
よ
る
テ
ッ
ト
の
研
究
は
チ
ャ
ク
リ
改
革

期
の
研
究
に
お
け
る
新
ら
た
な
地
平
を
切
り
ひ
ら
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
O
冒
ρ
ε
ハ
ニ
け

渚
o
B
巳
笛
勺
ヶ
器
∈
展
南
夷
μ
鴨
砺
§
ミ
ミ
寒
心
、
§
ぎ
。
窃
ミ
§
ミ
ミ
建
§
恥
ミ
8
零
§
脚

寒
9
．
＆
受
黛
U
§
ミ
§
恥
詞
ミ
き
§
ミ
憶
ぎ
老
婆
奪
鑓
翁
繋
ミ
毒
ミ
亀
ぎ
鳶
ぎ
斜
岩
巴
皆
’
＜
－

一
陣
げ
3
・
鉱
鉱
月
7
9
旨
ヨ
p
亀
。
9
♂
℃
ぴ
層
ρ
コ
㊤
犀
げ
O
戸
℃
7
、
Q
D
凸
b
σ
0
0
①
（
H
㊤
①
ω
）
勺
（
チ
ャ
ク

リ
ッ
ト
・
ノ
ラ
ニ
テ
ィ
パ
ド
ゥ
ン
カ
ー
ソ
『
ダ
ム
ロ
ソ
親
王
と
内
務
省
』
）
、
Ω
さ
。
℃

隈
ρ
諺
饗
冨
箕
舞
。
寡
”
』
§
楠
§
慰
ミ
O
ミ
ミ
｝
§
§
馬
§
§
ミ
、
§
ミ
蕊
§
含
㍗

ミ
ミ
蝋
§
§
ミ
等
。
亀
題
ミ
陰
萎
眺
。
ミ
§
噺
ミ
ミ
層
（
勺
罫
∪
9
U
霧
。
洋
ρ
二
〇
H
日
層

H
巴
君
影
d
三
く
凸
）
噛
お
研
ρ
誤
誘
㊤
鼠
。
玄
理
’
く
寒
』
ぎ
隠
。
鳶
ミ
き
一
等
。
§
§
ミ

O
量
ミ
二
二
ミ
き
§
鼠
馬
§
鮮
（
℃
7
．
∪
。
冒
ω
。
。
o
ぽ
9
鴬
8
「
囲
巳
一
9
昌
僧
φ
長
く
シ
琶
黛
鯵

円
。
一
ゆ
言
轟
α
q
層
§
馬
㌧
δ
§
§
ミ
』
織
ミ
軸
嚇
多
多
ミ
馬
§
ミ
9
§
畑
》
o
ミ
越
詑
な

N
ミ
ど
匡
硲
ミ
ξ
ミ
き
馬
9
ミ
馬
帖
§
K
ぎ
9
0
§
画
馬
ぎ
」
“
壽
爵
§
｝
§
誉
℃
§
ミ

§
緊
愚
§
§
§
の
三
二
§
鈍
恥
§
9
§
y
亀
§
N
§
蕊
帖
偽
ξ
ミ
§
冒
§
帆
ミ

§
ミ
ミ
等
鯛
“
§
b
ミ
ミ
。
噛
慮
鵠
§
趣
§
ミ
慧
愚
層
（
距
ピ
U
■
臣
ω
ω
轟
け
ρ
銘
9
ど
○
妹
。
巳

望
昌
己
弧
Φ
①
。
。
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ニ
　
チ
ャ
ク
リ
改
革
と
英
・
仏
植
民
地
勢
力
の
進
出

36 （742）

　
一
九
世
紀
中
葉
に
開
始
さ
れ
た
チ
ャ
ク
リ
改
革
と
よ
ば
れ
る
一
連
の
国
家
機
構
の
改
革
は
、
一
般
に
、
算
額
植
民
地
勢
力
の
菓
南
ア
ジ
ア
進

出
を
直
接
の
契
機
と
し
、
国
家
領
域
の
統
合
を
お
び
や
か
す
外
圧
に
対
応
す
る
内
政
改
革
と
し
て
性
格
づ
け
ら
れ
る
。
英
・
仏
を
中
心
と
す
る

植
民
地
勢
力
の
外
圧
と
は
、
直
接
に
ラ
タ
ナ
コ
ー
シ
ン
朝
の
政
治
的
独
立
を
剥
奪
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
周
辺
の
緩
衝
国
的
性
格
の
土

侯
領
域
へ
の
】
連
の
利
権
獲
得
と
領
土
的
伸
張
と
し
て
展
開
さ
れ
た
。
さ
ら
に
自
由
貿
易
、
関
税
自
主
権
の
欠
如
と
治
外
法
権
に
よ
っ
て
特
徴

づ
け
ら
れ
る
一
八
五
五
年
の
ボ
；
リ
ン
グ
条
約
の
締
結
は
、
一
九
世
紀
後
半
の
国
際
環
境
に
お
け
る
タ
イ
の
経
済
発
展
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な

っ
た
。
櫨
民
地
勢
力
と
の
同
種
の
通
商
友
好
条
約
締
結
は
、
タ
イ
経
済
を
国
際
分
業
へ
強
制
的
に
再
編
成
す
る
契
機
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
②

　
し
か
し
こ
の
外
圧
は
、
　
〈
①
一
鼠
や
ω
一
曲
⇔
に
よ
っ
て
総
括
さ
れ
た
よ
う
に
、
政
治
・
軍
事
・
経
済
的
圧
力
と
し
て
領
土
的
統
…
を
危
機
的

状
況
に
追
い
こ
め
る
夢
Φ
碕
巴
Φ
6
ユ
Φ
洋
①
O
営
ρ
℃
Φ
鼠
巴
一
ω
白
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
函
欧
近
代
の
合
理
的
認
識
、
技
術
な
ど
の
文
化
的
圧
力

の
二
面
性
と
し
て
作
用
し
た
。
し
か
し
外
圧
に
対
応
す
る
国
家
機
構
の
改
革
は
、
五
世
王
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ー
ン
を
頂
点
と
す
る
チ
ャ
ク
リ
王
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

権
力
に
よ
る
専
制
的
支
配
の
機
能
的
合
理
化
を
基
調
と
し
、
　
鼠
。
ω
9
が
＄
山
①
ヨ
ω
o
α
巴
鋳
造
と
よ
び
、
ま
た
矢
野
が
「
絶
対
君
主
に
よ
る

近
代
国
家
の
創
造
と
い
う
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
と
述
べ
た
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
近
代
的
合
理
的
認
識
の
側
面
は
、
護
国
度
下
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

タ
イ
の
国
家
領
域
の
観
念
に
重
大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
、
と
も
あ
れ
領
域
国
家
と
し
て
の
国
境
観
念
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
改
革
は
、
ま
ず
五
二
王
即
位
の
一
八
六
八
年
か
ら
一
八
九
二
年
に
い
た
る
、
O
げ
ρ
o
唱
げ
謎
唄
ρ
睦
ω
二
巴
伊
≦
○
艶
σ
q
（
0
9
憲
σ
Q
古
き
⇔
巴
内
）

を
筆
頭
と
す
る
ブ
ン
ナ
ー
ク
門
閥
勢
力
の
政
治
支
配
を
凌
駕
す
る
チ
ャ
ク
リ
王
室
の
指
導
権
を
確
立
す
る
過
程
に
始
ま
る
。
そ
し
て
一
入
七
〇

年
代
以
降
の
国
家
領
域
統
治
の
集
権
化
を
め
ざ
す
準
備
期
間
を
経
て
、
～
八
九
二
年
の
ダ
ム
ロ
ン
親
王
に
よ
る
近
代
的
な
意
味
で
の
内
務
省

頃
霧
謹
言
σ
q
竃
魯
暮
夢
巴
の
創
設
と
九
〇
年
代
の
一
連
の
領
域
統
治
形
態
の
整
備
、
す
な
わ
ち
テ
ー
サ
…
ビ
バ
ー
ン
体
制
8
げ
①
ω
名
巨
ぴ
碧
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

創
出
を
も
っ
て
、
改
革
は
前
段
的
頂
点
に
た
っ
す
る
の
で
あ
る
。



タイにおける国家領域の成立過程（田辺）

　
旧
制
度
下
の
農
民
の
大
半
を
し
め
た
プ
ラ
イ
（
℃
ξ
巴
、
賦
役
農
民
）
の
倍
役
義
務
は
、
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
ー
デ
ル
タ
下
流
部
の
新
田
開
拓
に
よ
る

余
剰
米
が
、
植
民
地
諸
国
の
米
穀
市
場
へ
輸
出
さ
れ
、
販
売
を
目
的
と
す
る
米
穀
生
産
が
発
展
す
る
過
程
で
、
課
役
代
囚
雲
際
舞
。
冨
冨
旨
と

し
て
代
金
納
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
代
金
納
の
進
展
と
、
揺
役
労
働
力
の
華
僑
雇
用
労
働
力
に
よ
る
代
替
に
よ
っ
て
、
旧
制
度
を
支
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

る
径
役
制
度
は
し
だ
い
に
法
的
に
廃
止
さ
れ
、
近
代
的
意
味
で
の
納
税
制
度
が
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
ま
た
、
榴
役
を
逃
れ
て
庇
護
者
の
も
と
に
走
り
、
自
ら
債
務
奴
隷
円
び
暮
Q
Q
言
爵
巴
に
転
化
し
た
り
、
微
税
請
負
人
の
苛
酷
な
課
役
代
徴
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
た
め
逃
亡
す
る
プ
ラ
イ
も
多
く
、
一
九
世
紀
に
お
い
て
も
相
当
数
の
奴
隷
が
存
在
し
た
。
奴
隷
の
解
放
は
五
世
王
の
社
会
改
革
の
一
環
と
し

て
一
九
世
紀
末
に
始
ま
り
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
完
了
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
社
会
改
革
の
進
行
を
前
提
に
、
中
央
政
府
機
構
の
機
能
の
合
理
化
と
と
も
に
、
内
務
省
を
軸
と
す
る
地
方
行
政
の
改
革
が
行
わ
れ

た
。
旧
綱
度
の
国
家
領
域
の
行
政
領
域
の
単
元
で
あ
っ
た
地
方
国
缶
貫
目
費
⇔
σ
q
は
、
面
上
の
権
力
の
波
及
す
る
度
合
に
応
じ
て
い
く
つ
か
の

藩
校
編
成
や
申
央
．
顕
職
に
よ
る
所
轄
の
別
が
も
う
け
ら
れ
て
い
た
が
、
基
本
的
に
は
各
地
方
国
々
主
に
よ
る
独
自
の
統
治
と
経
済
活
動
に
ゆ
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ね
ら
れ
て
い
た
。
地
方
国
の
こ
の
統
治
・
経
営
の
形
態
は
キ
ン
ム
ア
ン
巖
旨
竃
耳
門
嶺
（
食
国
）
と
よ
ば
れ
、
中
央
政
府
の
プ
ラ
イ
の
人
力
支
配

と
徴
税
も
、
地
方
国
に
関
し
て
は
こ
の
よ
う
な
地
方
国
領
域
統
治
の
形
態
に
依
拠
し
て
い
た
。
財
政
・
司
法
・
人
事
な
ど
地
方
国
領
域
統
治
に

関
す
る
キ
ン
ム
ア
ン
の
地
方
分
権
的
傾
向
を
、
中
央
集
権
化
に
よ
っ
て
克
服
す
る
こ
と
が
、
改
革
の
一
つ
の
目
的
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
国
家
領

域
と
い
う
も
の
が
明
確
に
意
識
さ
れ
始
め
、
そ
の
構
成
部
分
で
あ
る
各
地
方
国
に
対
す
る
領
域
統
治
の
再
編
成
が
課
題
と
し
て
登
場
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　
英
・
仏
に
よ
る
ラ
タ
ナ
コ
ー
シ
ン
道
下
の
朝
貢
土
侯
領
域
へ
の
干
渉
は
、
す
で
に
一
八
世
紀
末
か
ら
始
ま
り
、
旧
適
度
下
の
国
家
領
域
を
圧

迫
し
つ
つ
あ
っ
た
。
英
東
イ
ン
ド
会
社
は
、
当
時
オ
ラ
ン
ダ
勢
力
を
駆
逐
し
つ
つ
、
東
洋
貿
易
の
通
路
で
あ
る
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
へ
の
進
出
を
企

図
し
、
貿
易
拠
点
で
あ
る
と
同
時
に
英
艦
隊
の
拠
点
と
し
て
ペ
ナ
ン
轡
型
口
ρ
p
σ
q
に
注
歯
し
た
。
　
一
七
八
六
年
に
東
イ
ン
ド
会
社
の
委
任
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

受
け
た
一
貿
易
商
ラ
イ
ト
円
瞭
σ
Q
導
に
よ
っ
て
領
有
を
宣
言
、
　
一
八
〇
二
年
ま
で
に
ケ
ダ
ー
土
侯
の
ス
ル
タ
ン
と
の
間
に
対
岸
の
ウ
ェ
ル
ズ

37 （743）



リ
イ
地
方
≦
Φ
昌
①
巴
Φ
団
の
割
譲
が
協
定
さ
れ
た
。
か
く
て
ペ
ナ
ン
は
、
ラ
ッ
フ
ル
ズ
ω
．
図
ρ
庸
Φ
ω
に
よ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
建
設
に
い
た
る
間

の
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
に
お
け
る
英
植
民
地
勢
力
の
前
進
拠
点
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
そ
の
後
、
三
世
王
は
ビ
ル
マ
勢
力
と
の
対
決
の
必
要
か
ら
、
ケ
ダ
ー
（
国
①
量
互
。
っ
巴
げ
霞
棚
）
土
侯
領
域
に
侵
入
し
、
い
わ
ゆ
る
ケ
ダ

ー
戦
争
が
ぼ
っ
発
し
た
。
こ
の
際
イ
ン
ド
総
督
府
は
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
い
O
類
同
貯
乙
を
バ
ン
コ
ク
に
派
遣
し
て
抗
議
し
、
ラ
タ
ナ
コ
ー
シ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

朝
に
自
由
貿
易
を
迫
っ
た
。
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
派
遣
の
失
敗
の
後
、
バ
ー
ネ
イ
大
佐
国
・
切
鴛
p
Φ
嘱
が
派
遣
さ
れ
、
ケ
ダ
ー
を
め
ぐ
る
英
ー
タ
イ

の
マ
レ
ー
土
侯
領
域
の
帰
属
を
明
白
に
し
た
。
す
な
わ
ち
ケ
ダ
ー
の
港
津
地
域
が
英
領
に
帰
し
、
タ
イ
は
北
部
に
宗
主
権
を
確
立
し
た
。
さ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
タ
イ
の
勢
力
圏
は
、
ケ
ラ
ン
タ
ン
、
ト
レ
ン
ガ
ヌ
な
ど
マ
レ
ー
人
ス
ル
タ
ン
の
統
治
す
る
土
侯
領
域
に
ま
で
お
よ
ん
だ
。
こ
れ
ら
タ
イ
に
と

っ
て
文
化
的
社
会
的
に
異
質
な
土
侯
領
域
は
、
そ
の
後
も
た
び
た
び
英
－
タ
イ
間
の
勢
力
争
い
の
的
と
な
っ
た
。
こ
の
時
点
で
、
英
植
民
地
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

政
官
で
あ
り
同
時
に
す
ぐ
れ
た
東
洋
学
者
で
あ
っ
た
ラ
ッ
フ
ル
ズ
は
、
タ
イ
と
こ
れ
ら
朝
貢
土
侯
領
域
と
の
間
の
民
族
文
化
、
社
会
に
お
け
る

異
質
性
を
強
調
し
て
い
る
。

　
英
・
ビ
ル
マ
戦
争
と
阿
片
戦
争
に
勝
利
し
た
英
植
民
地
勢
力
は
、
後
の
対
タ
イ
友
好
通
商
条
約
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
ボ
ー
リ
ン
グ
条
約
を
締

結
し
、
自
由
貿
易
と
司
法
権
に
お
け
る
大
巾
な
優
位
を
獲
得
し
た
。
タ
イ
の
国
家
領
域
の
北
部
の
山
事
盆
地
、
チ
ェ
ン
マ
イ
、
ラ
ム
パ
ン
な
ど

の
う
ー
オ
系
の
土
侯
領
域
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら
ビ
ル
マ
人
、
中
国
人
と
そ
れ
ら
土
侯
首
長
と
の
聞
の
協
定
に
も
と
づ
い
て
小
規
模
な
チ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ク
林
伐
採
経
営
が
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
一
九
世
紀
末
か
ら
英
国
系
の
資
本
投
下
に
よ
る
大
規
模
な
チ
ー
ク
産
業
は
、
め
ざ
ま
し
い
発
展
を

み
せ
た
。
と
り
わ
け
一
八
八
五
年
の
乱
伐
に
よ
る
ビ
ル
マ
チ
ー
ク
林
閉
鎖
の
後
は
、
チ
ェ
ン
マ
イ
、
ラ
ム
パ
ン
、
ラ
ム
プ
ー
ン
な
ど
の
う
ー
オ

釜
煎
侯
領
域
へ
の
進
出
は
顕
著
と
な
り
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
英
資
本
は
チ
ー
ク
林
借
地
権
を
拡
大
し
、
伐
採
、
製
材
、
輪
出
の
全
分
野
を
掌

　
　
　
　
　
⑮

識
し
て
い
っ
た
。
同
時
に
政
治
的
、
法
的
分
野
に
お
い
て
も
、
一
八
八
三
年
の
協
定
と
チ
ェ
ン
マ
イ
の
副
領
事
の
設
置
に
よ
り
英
植
民
地
勢
力

の
タ
イ
北
部
山
間
盆
地
へ
の
進
出
は
急
速
に
展
開
し
た
。

　
一
方
、
一
八
八
四
年
半
ト
ン
キ
ン
の
保
護
領
化
に
よ
り
、
仏
植
民
地
勢
力
は
全
ベ
ト
ナ
ム
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
大
半
を
直
接
統
治
領
も
し
く
は

38　（744）
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⑯

保
護
領
と
し
、
小
臣
コ
ン
河
東
岸
の
ラ
ー
オ
系
土
侯
領
域
の
領
有
を
安
南
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
代
っ
て
主
張
し
た
。
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
北
部
に
あ

っ
て
諸
外
国
と
の
接
触
地
帯
に
展
開
す
る
こ
れ
ら
の
土
侯
領
域
が
、
バ
ン
コ
ク
以
外
に
も
中
国
や
安
南
の
フ
エ
な
ど
に
も
朝
貢
し
宗
主
権
を
認

め
て
い
た
と
い
う
緩
衝
国
特
有
の
性
格
が
、
仏
植
民
地
勢
力
の
領
有
権
主
張
の
根
拠
と
な
っ
た
。
植
民
地
勢
力
と
の
抗
争
は
、
旧
制
度
下
の
タ

イ
の
地
方
国
に
よ
っ
て
梅
成
さ
れ
る
本
来
の
国
家
領
域
の
外
縁
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
マ
レ
…
半
島
の
ス
ル
タ
ン
土
侯
領
域
の
帰

　
　
⑰

属
問
題
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
一
九
世
紀
末
、
半
島
北
部
に
お
い
て
は
、
太
平
天
国
の
残
党
軍
で
あ
る
漢
人
頃
。
が
、
　
シ
ッ
プ
ソ
ー

ン
チ
ュ
タ
イ
ω
昼
ω
o
づ
σ
q
O
げ
β
日
び
鉱
、
ホ
ァ
パ
ン
ハ
ー
タ
ン
ホ
ッ
ク
国
5
ρ
勺
げ
孚
謬
頃
卑
日
げ
斜
昌
σ
Q
麟
。
げ
な
ど
の
土
侯
領
域
に
侵
入
を
く
り

返
し
、
ル
ア
ン
プ
ラ
バ
ン
お
よ
び
タ
イ
の
領
域
統
治
を
お
び
や
か
し
た
。
漢
人
の
叛
乱
に
対
し
て
五
世
王
は
、
一
八
七
五
年
以
来
四
次
に
わ
た

る
討
伐
遠
征
軍
を
派
遣
し
て
治
安
維
持
に
つ
と
め
た
。
遠
征
軍
の
性
格
は
、
仏
の
進
出
に
対
し
て
こ
れ
ら
朝
貢
土
侯
領
域
を
確
保
し
、
さ
ら
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

国
境
画
定
の
た
め
の
地
理
測
量
を
断
行
す
る
と
い
う
ふ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
ル
ア
ン
プ
ラ
バ
ン
の
仏
副
領
事
パ
ヴ
ィ
》
・
℃
ρ
〈
δ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
植
民
地
政
策
と
軍
事
力
の
前
に
、
タ
イ
は
一
八
八
八
年
に
黒
タ
イ
・
白
タ
イ
族
の
土
侯
領
域
シ
ッ
プ
ソ
ー
ン
チ
ュ
タ
イ
の
統
治
権
を
放
棄
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
仏
植
民
地
勢
力
の
関
心
は
、
当
初
、
西
南
中
国
に
い
た
る
メ
ー
コ
ン
河
遡
行
航
路
の
確
保
と
い
う
一
側
面
を
も
っ
て
い
た
が
、
一
八
六
六
～

八
年
の
ラ
グ
レ
舅
・
O
・
U
斜
σ
q
話
Φ
ガ
ル
ニ
エ
団
・
○
鴛
巳
9
の
探
検
隊
に
よ
り
船
舶
遡
行
の
不
可
能
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
の
関
心
は
メ
ー
コ

ソ
沿
岸
地
域
の
資
源
・
市
場
獲
得
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
。
仏
の
進
出
と
の
決
定
的
事
態
は
、
一
八
九
三
年
の
仏
艦
隊
に
よ
る
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ

ー
河
口
航
路
の
封
鎖
、
す
な
わ
ち
パ
ク
ナ
ム
℃
ρ
ざ
ρ
糞
事
件
に
お
い
て
そ
の
頂
点
に
た
っ
し
た
。
事
件
後
の
講
和
条
約
に
お
い
て
、
東
南
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

沿
岸
の
チ
ャ
ン
タ
ブ
リ
へ
の
仏
軍
進
駐
、
メ
ー
コ
ン
東
岸
の
ラ
ー
朝
寒
朝
貢
土
侯
領
域
の
す
べ
て
を
仏
が
領
有
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
さ

ら
に
メ
ー
コ
ン
西
岸
二
五
㎞
以
内
の
タ
イ
軍
隊
は
徹
収
さ
れ
、
こ
の
地
帯
に
お
い
て
仏
は
関
税
の
障
害
な
し
に
交
易
が
許
さ
れ
、
治
外
法
権
が

認
め
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
こ
こ
で
タ
イ
は
「
二
つ
の
空
の
下
の
土
侯
」
と
か
「
三
方
向
へ
の
朝
貢
」
と
よ
ば
れ
た
メ
ー
コ
ン
東
岸
の
朝
貢
土
侯
領
域
の
す
べ
て
を
失
っ

39　（745）



た
。
ま
た
西
岸
二
五
㎞
非
武
装
地
帯
の
設
定
に
よ
っ
て
、
チ
ャ
ム
パ
ー
サ
ッ
ク
O
げ
ρ
導
℃
霧
ρ
犀
（
b
ご
器
舞
○
）
ノ
ン
カ
イ
宕
。
口
σ
q
吋
げ
巴
な
ど
の

交
易
、
統
治
上
重
要
な
土
侯
領
域
の
中
心
地
の
機
能
を
失
い
、
コ
ラ
ー
ト
高
原
の
そ
の
後
背
地
で
あ
る
ウ
ボ
ン
d
げ
。
昌
ウ
ド
ン
タ
ニ
ー
d
α
o
鄭
、

藩
論
巳
へ
の
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
朝
貢
土
侯
領
域
を
め
ぐ
る
英
・
仏
植
民
地
勢
力
と
の
拮
抗
と
タ
イ
の
大
巾
な
譲
歩
を
も

っ
て
、
旧
制
度
下
の
国
家
領
域
の
外
縁
の
不
明
確
な
境
界
は
し
だ
い
に
画
定
さ
れ
た
国
境
線
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
。
領
域
統
治
の
改
革
と

旧
来
の
地
方
国
の
領
域
編
成
秩
序
の
改
変
の
必
要
性
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
現
実
的
課
題
と
し
て
登
場
し
て
く
る
。
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タイにおける国家領域の成立過程（田辺）
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9
鵠
α
q
閾
9
（
・

　
断
口
窪
σ
々
勺
毒
コ
な
ど
の
土
侯
領
域
は
中
国
、
江
南
、
　
ル
ア
ン
プ
ラ
バ
ン
な
ど
の

　
間
に
接
触
地
帯
を
構
成
し
、
諸
民
族
が
混
住
し
、
服
属
・
通
商
関
係
も
複
雑
で
あ

　
つ
た
。
開
7
P
目
財
帥
ロ
σ
q
ω
O
昌
σ
q
男
鉱
山
P
ン
目
口
ρ
旨
σ
q
ω
三
巴
ω
碧
昌
鴫
巴
舅
9
な
ど

　
と
よ
ば
れ
る
。
U
導
肖
。
薦
．
、
担
く
9
峯
。
博
◎
ミ
．
も
や
μ
鳶
査
℃
胃
超
9

　
国
騨
け
窪
同
。
昌
α
q
3
切
騨
。
げ
。
け
（
ω
ロ
げ
O
墨
髭
。
）
魑
、
．
℃
7
0
ロ
σ
q
給
芝
ρ
畠
四
同
罪
郎
p
冨
α
q
い
ρ
『
、
「

　
、
、
噂
く
。
ド
P
や
蒔
①
（
プ
ラ
ヤ
ー
・
リ
ッ
テ
ィ
ロ
ン
ロ
ナ
チ
ェ
ト
、
　
「
ム
ア
ン

　
ラ
イ
年
代
記
」
）
．
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三
　
開
九
世
紀
中
葉
の
国
家
領
域

　
旧
制
度
下
の
国
家
領
域
は
、
首
都
か
ら
直
接
に
代
官
の
派
遣
さ
れ
る
畿
内
芝
。
お
園
霧
。
げ
鋒
げ
ρ
巳
と
国
主
に
よ
る
独
自
の
統
治
・
経
営
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ゆ
だ
ね
ら
れ
た
地
方
国
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
ア
ユ
タ
ヤ
朝
史
料
で
あ
る
『
三
塁
法
典
』
国
9
霊
夢
日
華
ω
ρ
旨
U
q
ρ
護
所
収
の
数
テ

キ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
一
五
な
い
し
一
六
世
紀
に
は
地
方
国
の
四
段
階
の
級
別
編
成
が
行
な
わ
れ
、
さ
ら
に
一
八
世
紀
に
は
首
都
を
中
心
に
し
て
、

マ
麻
垂
タ
イ
寓
筈
暮
盛
巴
（
民
部
卿
）
の
北
部
地
方
国
所
轄
、
カ
ラ
ー
ホ
ム
国
巴
魯
。
β
国
粋
笹
げ
。
影
（
兵
部
卿
）
の
南
部
地
方
国
所
轄
、
ク

ロ
マ
タ
二
野
H
o
目
孚
夢
ρ
（
港
務
卿
）
に
よ
る
シ
ャ
ム
湾
沿
岸
、
内
陸
水
運
の
港
津
に
立
地
す
る
地
方
国
所
轄
の
別
に
区
分
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
の
中
央
の
三
大
顕
職
に
よ
る
国
家
領
域
の
三
分
轄
統
治
の
形
態
は
、
若
干
の
異
動
は
あ
っ
た
と
し
て
も
う
タ
ナ
コ
ー
シ
ン
朝
旧
制
度
下

に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
九
世
紀
中
葉
、
と
り
わ
け
三
世
王
治
世
（
一
八
二
四
～
一
八
五
一
）
に
お
い
て
は
、
ビ
ル
マ
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
勢
力
に
対
決
し
て
ラ
ー
オ
系
土
侯

領
域
へ
の
進
出
が
顕
著
と
な
り
、
　
一
八
二
七
年
目
ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
の
チ
ャ
オ
・
ア
ヌ
O
げ
ρ
o
》
⇒
郎
叛
乱
鎮
圧
を
契
機
と
し
て
コ
ラ
ー
ト
高

原
お
よ
び
メ
ー
コ
ン
流
域
の
支
配
を
確
立
し
た
。
さ
ら
に
マ
レ
ー
半
島
の
ス
ル
タ
ン
土
侯
領
域
に
対
し
て
も
宗
主
権
を
確
保
し
、
四
丁
王
治
世

（一

ｪ
五
一
～
一
八
六
八
）
に
お
い
て
も
、
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
ー
・
デ
ル
タ
を
核
心
地
域
と
し
て
北
部
盆
地
、
さ
ら
に
メ
ー
コ
ン
流
域
、
マ
レ
ー
半
島

部
に
い
た
る
国
家
領
域
が
維
持
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
に
お
け
る
国
家
領
域
を
地
方
国
の
編
成
秩
序
と
し
て
系
統
的
に
示
し
た
史
料
と
し
て
は
、

『
ラ
タ
ナ
コ
ー
シ
ン
王
朝
四
世
王
年
代
記
』
　
○
げ
8
勺
葺
ρ
饗
同
勢
嘗
ρ
園
。
目
ρ
毛
8
σ
q
（
囚
冨
ヨ
切
§
冨
δ
り
蛍
喰
象
§
8
ぎ
奪
。
鑓
器
き
ミ
§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

き
ま
製
塩
ミ
＆
§
審
8
§
陶
ミ
偽
ぎ
隷
§
§
帖
へ
に
収
録
さ
れ
た
「
飼
主
・
地
方
官
名
の
新
設
と
改
変
」
　
ω
o
昌
α
q
富
ロ
σ
Q
U
㊤
Φ
℃
冠
①
峯
σ
q
堵
ρ
露

○
冨
o
B
蜜
昌
σ
q
国
目
○
臼
㊤
冨
口
の
一
節
が
あ
る
。
こ
れ
は
四
世
王
治
世
の
各
地
帝
国
の
国
主
お
よ
び
国
主
代
理
℃
巴
暮
、
郡
長
日
巴
》
津
磨
げ
。
Φ

な
ど
の
官
職
名
の
新
設
・
改
変
を
、
中
央
の
三
省
の
所
轄
別
に
示
し
た
も
の
で
、
か
っ
て
の
ア
ユ
タ
ヤ
朝
の
「
兵
部
と
地
方
国
の
官
職
と
サ
ク

デ
ナ
ー
」
娼
げ
雷
掛
蜜
㊤
冨
昌
日
9
日
昌
ρ
曾
σ
q
乞
ρ
日
び
背
黒
国
三
尊
密
づ
σ
q
（
『
三
口
法
典
』
所
収
）
と
と
も
に
国
家
領
域
の
統
治
形
態
と
地
方
国
の
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タイにおける国家領域の成立過程（田辺）

地
理
的
分
布
を
簡
明
に
示
す
史
料
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
首
都
に
直
接
服
属
し
て
プ
ラ
イ
の
男
役
・
兵
役
や
地
方
物
産
の
貢
納
Q
Q
o
巴
な
ど
が

義
務
づ
け
ら
れ
る
地
方
国
だ
け
で
な
く
、
メ
ー
コ
ン
流
域
や
マ
レ
ー
半
島
南
部
の
経
営
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
は
た
し
た
朝
貢
土
侯
領
域
も

含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
反
面
、
四
世
王
治
世
と
い
う
一
定
期
間
の
宮
職
名
の
変
更
を
示
す
と
い
う
史
料
の
性
格
か
ら
し
て
、
か
な
り
重
要
な
地

方
国
名
の
欠
落
が
認
め
ら
れ
る
。

　
そ
こ
に
か
か
げ
ら
れ
た
地
方
国
名
を
手
が
か
り
と
し
、
さ
ら
に
『
三
世
王
年
代
記
』
　
『
四
点
王
年
代
記
』
所
収
の
新
地
方
国
の
設
置
に
関
す

　
　
　
　
③

る
記
述
な
ど
を
参
照
し
、
四
世
王
治
世
の
地
方
国
の
分
布
と
国
家
領
域
の
ひ
ろ
が
り
を
示
し
た
（
表
1
．
図
2
）
。

　
国
家
の
主
要
な
生
産
基
盤
は
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
i
・
デ
ル
タ
に
お
か
れ
、
そ
の
上
流
部
に
は
ア
ユ
タ
ヤ
朝
以
来
の
地
方
国
が
分
布
し
、
酋
都
バ

ン
コ
ク
を
中
心
と
す
る
下
流
部
に
も
、
交
易
上
の
中
心
地
を
含
む
地
方
国
が
展
開
し
た
。
特
に
ク
ロ
マ
タ
ー
所
轄
の
ノ
ン
タ
ブ
リ
、
ナ
コ
ン
チ

ャ
イ
シ
！
、
サ
ム
ッ
ト
サ
コ
ン
、
サ
ム
ッ
ト
ソ
ン
ク
ラ
ー
ム
、
サ
ム
ッ
ト
プ
ラ
カ
ン
な
ど
は
、
下
流
部
の
港
津
と
し
て
の
機
能
を
は
た
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ま
た
ナ
コ
ン
チ
ャ
イ
シ
ー
、
チ
ャ
チ
ュ
ン
サ
オ
な
ど
の
地
域
で
は
華
僑
に
よ
る
サ
ト
ウ
キ
び
な
ど
商
品
作
物
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
展
開
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

つ
つ
あ
り
、
下
流
部
の
運
河
水
路
の
整
備
に
と
も
な
っ
て
、
し
だ
い
に
そ
の
経
済
的
重
要
性
を
ま
し
た
。
デ
ル
タ
の
み
に
か
ぎ
ら
ず
、
シ
ャ
ム

湾
東
南
沿
岸
な
ど
の
港
津
を
含
む
地
方
国
に
お
い
て
華
僑
国
主
代
理
が
任
ぜ
ら
れ
て
い
っ
た
の
は
、
華
僑
の
商
業
活
動
の
発
展
と
地
方
国
に
お

け
る
政
治
的
地
位
の
向
上
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ス
コ
ー
タ
イ
朝
（
C
・
＝
一
三
八
～
一
四
三
八
）
以
来
の
中
心
地
が
点
在
す
る
北
部
盆
地
は
一
般
に
北
部
諸
国
国
舞
三
富
昌
σ
Q
司
鉱
裟
郎
ρ
と
通

称
さ
れ
ナ
コ
ン
サ
ワ
ン
付
近
か
ら
山
間
盆
地
の
ラ
ー
オ
系
土
侯
領
域
と
の
境
ま
で
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。
　
こ
れ
ら
の
地
方
国
か
ら
は
ケ
ン
ト
ン

図
。
⇔
σ
Q
日
ロ
昌
σ
q
な
ど
ビ
ル
マ
領
へ
の
攻
撃
の
際
の
兵
が
し
ば
し
ば
徴
発
さ
れ
、
北
部
の
山
間
盆
地
の
経
営
に
と
っ
て
の
通
路
で
あ
り
鼠
姑
地
で

　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

も
あ
っ
た
。
最
北
の
ウ
ッ
タ
ラ
デ
ィ
ッ
ト
は
ピ
チ
ャ
イ
の
属
領
か
ら
四
世
王
治
世
に
地
方
国
に
昇
格
し
て
い
る
。
こ
の
地
点
ま
で
は
ナ
ン
川
水

路
沿
い
に
舟
運
が
開
け
、
ラ
ー
亀
田
侯
領
域
や
遠
く
雲
南
の
物
産
の
一
大
集
散
地
で
も
あ
り
、
ナ
ン
経
由
で
ル
ア
ン
プ
ラ
バ
ン
に
い
た
る
入
口

　
　
　
　
⑧

で
も
あ
っ
た
。
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図2．19世紀中葉（四世王治世）の国家領域
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タイにおける国i家領域の成立過程（田辺）

蓑1．四世王治世の国主・地方官名の新設と改変

國　　名（所轄利）

Krom　Maha士thai　所轄

1　Krung　Kao

2　IL　Ang　Thong

3　1　．　Phrom

4　M．工皿

5　M．　Chainat

6　M．　Phayuhal｛hiri

7
8

9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

　
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

M：　Banphot　Phisai

M．　Phitsanulok

属領Naldionthai

　　Nalchon　Pamalc

II．　Sisamrong

II．　Phitcliai

ltl．　Uttaradit

］’1．　Tak

M．　Lopburi

M．　Saraburi

M　Wichian
M．　Phetchabun

ltl．　Nakhon　Ratchasima

M．　Luang　Phrabang

M．　Nal〈hon　Champasak

20　M．　Mukdahan
21　“it［．　Prachumchanalai

22　M．　Phalulcadonlaphum

23　M．　Ubon

’24　M　Phirnunmangsahan

25　liY（．　Tral｛anphiftphon

26　IYI．　Mahachalalai

27　M．　1〈alasin

　　属領M．Sahatsakhan
28　M．　Karnalasai

特記事項

華僑国主代理　（palat

chin）新設

国主新設

国主新設

国主新設

国主新設

国主新設

国主新設

国主新設

国主新設

備 考

IH京アユタヤ

四世王治世B．Phayuhadaenより地方国

へ昇格【B：p．732】

四世王治世B．Kra　Sangより地方囲へ昇

格【B：p．732】

曲直…E治世B．Bang　Phoより士也方国へ昇
i．格【B：p．732】

朝貢国

朝貢国Chao　Anu叛乱（1827）後属領火巾

にti［」減　【C＝pp．238－9】

トソブリ朝に脹属［D：p．417】

圏世王治世Bo．　Monより地方国へ昇格，

［B：　733）

Mukdahanの属領【D：417】

一世王治世，朝貢國【D：P．409】1S28年

当時地：方圏【C：p．237】

四世王治世B．Kuangchadoより地方国へ

昇格【B；P．732】　Ubonの属領【D：P・

409］

四世王治世B．Saphifより地方團へ昇格

【B：P．732】Ubonの属領【D：P．410】

M．醗＆hachanachaiと同一か磯四世王治

世B．BUangより地方国へ昇格【B：p．

732】Ubonの属領【D：P．410】

一世王治世（1693）Wiangchan領から4，0

00人移住，地方国となる【C：p．　218】

Kalasin属領，三世王治世服属【D：p．
4101
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29　M．　Phuwadonsang

30　M．　Sawang　Daendin

31　M、Yosotho菰ユ

32　ltM［．　Nakhon　Phanom

33　M，K二hon　Kaen

34　M．　Nong　Khai

35　M．　Phuwiang

36　M．　Wanonniwat

37　M．　Singlthonphum

38　M．　1〈anthralalc

39　M．　Uthumphonphisai

　　東方の諸国

40　M．　Chachoengsao

41　M．　Phanomsaral〈ham

42　M．　Phratabonff
　　　　　　　　　e

43　M．　Siamarat

隅主新設

国主新設

岡名の地方園2つあり

しかし国主は1人

もと朝貢国

圏主新設

繭主新設

国主新設

国主新設

国主新設

国主新設

カンボジア人国主代理

（Palat　Khamen），華

僑國主代理，華僑郡長

（Nai　AmPhoe）新設

圏主新設

Krom　Phrakalahom所轄

1
9
一
∩
0

M．　Nal〈hon　Khtianglcha

M．　Pathumtliani

M．　Ratchaburi

4　M．　Samingkhaburi

5　M．　Lumsum

6　M．　Tha　Tal〈ua

7　M．　Tha　Kharnun

8　M．　Tha　Kradan

9　M．　Sai　Yok

10　M．　Thong　Phaphum

11　M．　Phetchaburi

12　M，　Prachuapkirikhan

nRaman（モソ人）閾主

13　M．1〈amnoet　Nopphalchun

タイ人麟憲代理　カン

ボジア人国主代理，華

僑郡長新設

園主新設

Khukhan属領【D：p．408】

四体王治世B．Pho　Sa　Angより地方国

へ昇格【B＝p．732】

二琶王治世服属後Ubon属領となる【D：
P．　4121

一世王治世，服属【D：p．415】

一世王治世Nakhon　Ratchasima属領，

後Nong　K：hai属領【D：p．418】

三世王治世B．Nong　I（haiより地方国へ

昇格【A：p．358】

三世治世B．Phuwiangより地方国へ昇格

【A：p．358】，Khon　Kaen属領【D：p．418】

四世王治世B．Raekut　Lingより地方国

へ昇格【B：p．732】

四世董治世Khukhan属領【D：P．4171

四世王治世B．Uthumphonより地方国へ
昇格【B：p．733】，Khukhan属領【D：p．

408］

四世王治世B．Tha　San　より地方国へ昇

格【B：p．733】

Battambang，四世王治世Batabongより
改名　【B：p．733】

Siem　Reap．

四世王治世Khong　Wanを改名【B：P．
733］

三…三世王治世B．Taphantangより地方国へ．
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昇格　【A：　P．　359】

14　M．Rra亡hio 国主新設

15　　込工　Tha　Saeng Tha　Sae　と同一か～

16　　M．Lan　Suan

17　き壬，Kanchanadit 四世王治世Tha　Thong（Nakhon　Sitha一

m㎜ara七の属領）を改名【B：p．733】．

18　1～藍．Phattalung

三9　　M，　Prahaエ1

20　　ムi．Songkhla トンブリ朝以後，華僑国主

2王　M．Yaring 朝貢團

22　M．Tani 朝貢国

23　M．Ra－ngae 朝貢国

24　　］M［．Kalantan Kelantan，朝貢國

25M．　Trangkanu Terengganu，朝貢国

西方の諸国

26　M．Sai Kedah，朝貢園

27　M．Satun

28　M，Phuket
29　　M．Phang－nga

30　M。Takua　Thung

31　M。Takua　Pa

32　MRanong
33　M。Kra

K：romatha所轄

1　M．Nonthabur玉 Raman（モン人）が領 四1挫ヨ三治世NQnthaburi　Simahasamutよ

域内に多いので　Ra一 りNOnthaburi　Mぬautthayanに改名

man国主代理（Palat 【B．P．733】

Raman）新設

2　M，Nakhon　Chaisi 華僑國主代理漸設

3　ム亙．Saτnu七　Sakhon 華僑国主代理新設 四世ヨ三治世Sakhonburiを改名【B：p．

733】

4　M．Samut　Songkhram

5　M．Sanlu七Prakan

6　M．Chonburi 華僑国主代理薪設

7　M．Banlamung

8　M．Rayong 華僑国主代理新設

9　　ムエ．Challthaburi 華僑国主代理新設

属領M．Klaeng
10　M．τrat 華僑園主代理新設

工王　盛1．Prachan亡ak三rまkhe亡

M；M丘an9地方国，　B；Ban，村
　　「国主・地方官名の新設と改変」Songtang　Lae　Plaeng　Nam　Chaomifang　Kromakan，チャ

オプラヤー・テ6パコラウォソ，『ラタナコーシン王朝三世王，四世王年代記』Chao　Phraya
Thiphakorawong，　PJtmvatcha　Phongsawadan　Krtmg　Ratanakosin　Ratehahan　Tlti　3　Ratahahan

Thi　4，　ChabaP　Ho　Sav・nuthaengeltat，　Samnakphim　Khlangwitthaya，　Phranakhon　Ph．　S．　2506
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（1963A．　D．），　pp．752－62．以下，　P．　P．　K．　R．　JII，」アと略す。

　A；「村の地方国への昇格」Yolc　Ban　I〈htin　Pen　MUang，　P．　P．　K．　R．　ZXI，　IV，　pp．357－9

　B；「四世王治世に設置された地方国」iMUang　Thi　Songtang　Nai　Ratchakan　Thi　4，　R　R
K　R．　fTl，　TY，　pp．　732－3．

　C；モーム・アモラウォンウィチット，『イサーン州地方国年代記』Mom　Amorawongwichit，
Phengsawaaan　matami”eaoeg　ITttoetthon　fsan，　（Prachum　Phongsawadan　Phakthi　4），　Prachum

Phongsawadan　Lem　3，　Onglcanklialchong　1〈hurusapha，　Phranal〈hon，　？h．　S．　2506　（1963　A．D．），

pp．　184－395J

　D；トゥム・ウィパークポッチャナキット，『イサーソ史』巻2Toem　Wiphakphotchanaki七，
Prawattisat　Jsan，　Lem　2，　Samnakphim　Sangkomsat　Haeng　Prathet　Thai，　Ph．　S．　2513（1970

A．　D．）
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ご
、
Q
ミ
導
§
駐
ミ
§
ミ
”
9
ρ
げ
ぞ
聞
暮
。
冨
げ
p
鼠
蕾
9
芸
ρ
算

　
い
。
ヨ
G
。
魑
幻
8
σ
q
唱
三
ヨ
勺
胃
8
げ
磐
「
勺
『
冨
轟
巴
島
o
P
℃
F
ψ
卜
。
凱
O
鴫
　
（
一
Φ
㊦
幽
）
層

　
℃
℃
・
一
①
①
α
1
刈
（
ア
カ
デ
ミ
ー
版
、
　
『
タ
イ
國
地
理
慕
典
』
巻
樽
）
。

⑧
竃
。
9
暮
ξ
こ
‘
⑦
ミ
㊤
遷
軌
薦
§
恥
肉
愚
ミ
執
薦
ミ
動
㌦
§
y
り
。
巳
。
p
お
0
9

　
℃
や
刈
ω
ム
■

⑨
メ
ー
コ
ン
東
岸
の
ア
ト
プ
ー
》
な
8
（
H
け
一
（
増
㊤
一
）
O
O
）
は
ト
ソ
ブ
リ
朝
に
服
属

　
し
て
い
る
が
チ
ャ
ム
パ
ー
サ
ッ
ク
の
影
響
が
強
か
っ
た
。
チ
ェ
ン
テ
ー
ン
は
、
｝

　
七
八
四
年
｝
世
王
治
世
、
地
方
国
と
し
て
服
属
し
た
。
買
。
日
》
ヨ
。
毒
’
く
9
α
q
－

　
づ
、
陣
。
露
紗
、
、
㌧
神
§
鷺
額
二
二
秘
ミ
贈
送
馬
§
｝
慧
ミ
蝿
蜘
§
ミ
ぎ
§
寡
§
い
．
、
陶
㌧
ヤ
℃
＜
o
ド
Q
こ
’

　
℃
や
b
。
O
N
曽
悼
1
も
。
（
モ
ー
ム
・
ア
モ
ラ
ウ
ォ
ン
ゥ
ィ
チ
ッ
ト
、
「
イ
サ
ー
ン
州
地
方
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国
年
代
記
」
4
。

⑩
＜
毘
撃
。
鴫
芝
9
男
二
。
》
ミ
‘
℃
℃
．
。
。
①
為
（
二
一
⑫
に
同
じ
）
タ
ぜ
暮
ダ
炉
国
9
句

　
．
．
ω
貯
日
斜
巳
い
8
ω
讐
ミ
①
刈
占
。
。
b
。
刈
．
．
層
、
§
§
ミ
庶
恥
。
ミ
ぎ
蕊
、
弓
馬
§
韓
防
§
導

　
く
9
．
自
己
9
卜
。
、
》
白
ω
富
巳
ρ
白
層
℃
や
＆
I
N

⑪
幣
や
決
≧
賛
、
ヌ
唱
．
ω
O
ヂ
リ
■

⑫
置
。
日
》
旨
。
雷
宅
。
轟
三
。
鉱
紗
。
憾
．
ミ
‘
電
．
b
。
。
。
。
。
ら

⑬
　
ウ
ボ
ソ
の
場
合
は
、
小
暦
一
一
八
九
年
（
一
入
二
七
A
D
）
当
時
、
ス
ア
イ
を

　
献
上
す
る
プ
ラ
イ
の
数
二
、
○
○
○
人
で
、
貢
納
金
は
｝
○
○
チ
ャ
ン
（
八
、
○
○

　
○
バ
…
ツ
）
、
兵
役
義
務
の
プ
ラ
イ
、
二
、
○
○
○
人
、
官
吏
の
生
計
の
た
め
の
プ

　
ラ
イ
一
、
五
〇
〇
入
が
い
た
。
§
罫
や
ト
。
ω
8

⑭
8
。
・
ヨ
芝
な
匿
菖
ぎ
8
冨
冨
一
【
要
員
§
ミ
ぎ
w
寄
§
昌
い
①
日
卜
。
”
留
筥
器
－

　
岸
℃
三
諺
ω
p
ヨ
餌
ド
び
。
昌
o
Q
㊤
口
σ
q
犀
。
ヨ
m
煮
出
器
昌
σ
q
℃
旨
夢
Φ
汁
8
げ
鈴
男
胃
9
ゆ
鈴
【
げ
。
戸

　
鶯
ピ
ω
・
鵠
蟄
。
。
（
μ
⑩
団
O
）
層
℃
や
A
O
苧
錠
（
ト
ゥ
ム
・
ウ
ィ
パ
ー
ク
ポ
ッ
チ
ャ
ナ
キ

　
ツ
ト
、
　
『
イ
サ
ー
ソ
史
』
、
巻
二
）
。
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四
　
圏
九
世
紀
末
の
国
家
領
域

　
デ
ル
タ
の
水
路
交
通
の
発
達
は
古
く
、
陸
墨
正
治
下
に
お
け
る
下
流
部
の
運
河
水
路
網
の
整
備
は
、
荒
蕪
地
の
水
田
化
を
進
行
さ
せ
、
余
剰

米
輸
出
の
た
め
の
交
通
路
を
保
証
し
た
。
し
か
し
広
大
な
国
家
領
域
の
広
範
に
わ
た
る
体
系
的
交
通
手
段
の
整
備
は
き
わ
め
て
遅
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

巨
大
な
財
政
投
資
を
要
す
る
鉄
道
、
電
信
、
電
話
網
の
敷
設
は
一
九
挺
紀
末
に
よ
う
や
く
着
手
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
交
通
手
段
と
し
て
は
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

タ
を
中
心
す
と
る
内
陸
水
運
と
、
乾
期
か
ら
雨
期
の
初
め
に
か
け
て
の
陸
路
の
利
用
が
そ
の
大
半
を
し
め
た
。
ま
た
マ
レ
ー
半
島
部
へ
の
海
路

も
、
蒸
気
船
の
未
発
達
な
段
階
で
は
、
首
都
か
ら
の
南
行
は
一
〇
～
四
月
の
北
東
モ
ン
ス
ー
ン
を
、
帰
路
の
北
行
は
五
～
九
月
の
南
西
モ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ー
ン
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
首
都
と
デ
ル
タ
以
外
の
地
域
を
結
ぶ
交
通
は
困
難
を
き
わ
め
、
常
に
マ
ラ
リ
ヤ
、
山
賊
、
野
獣
な
ど
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
舟
運
も

デ
ル
タ
以
北
の
上
流
部
で
は
、
砂
洲
や
急
流
に
よ
る
危
険
が
存
在
し
、
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
ー
河
の
大
型
船
舶
遡
行
は
、
乾
期
で
ナ
コ
ン
サ
ワ
ン
、

雨
期
で
支
流
メ
ー
ピ
ン
沿
い
に
タ
ー
ク
目
㊤
吋
（
図
9
①
ロ
σ
q
）
ま
で
に
限
ら
れ
た
。
ま
た
支
流
ナ
ン
川
沿
い
で
ウ
ッ
タ
ラ
デ
ィ
ッ
ト
ま
で
可
能
で

　
④

あ
り
、
国
家
領
域
の
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
ー
水
系
の
北
部
の
境
は
、
こ
の
舟
運
の
北
限
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
た
。

　
コ
ラ
ー
ト
高
原
で
は
牛
の
飼
育
が
古
く
か
ら
行
な
わ
れ
、
河
川
の
増
水
期
に
お
け
る
小
舟
の
使
用
を
の
ぞ
い
て
牛
車
の
隊
商
交
通
が
発
達
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

て
い
た
。
コ
ラ
ー
ト
高
原
東
端
か
ら
ナ
コ
ン
ラ
ー
チ
ャ
シ
マ
ー
ま
で
牛
車
で
約
三
週
間
を
費
す
と
い
わ
れ
、
首
都
か
ら
高
原
を
縦
断
し
て
メ
；
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⑥

コ
ン
沿
岸
の
ノ
ン
カ
イ
に
い
た
る
に
は
、
水
路
・
陸
路
を
利
用
し
て
三
〇
日
を
費
し
た
。
ま
た
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
ー
水
系
を
遡
行
し
て
山
間
盆
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
土
侯
領
域
チ
ェ
ン
マ
イ
に
い
た
る
に
は
四
九
日
の
行
程
で
あ
っ
た
。

　
電
信
・
電
話
の
未
発
達
な
段
階
に
お
い
て
は
、
文
書
を
運
ぶ
飛
脚
が
そ
の
役
割
を
は
た
し
た
。
首
都
と
辺
境
の
地
方
国
お
よ
び
朝
貢
土
侯
領

域
の
閣
の
火
急
の
通
信
の
際
に
は
、
マ
ハ
ー
タ
イ
の
規
則
と
し
て
首
都
か
ら
の
往
復
日
程
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
プ
ラ
ヤ
i
・
ラ
ー
チ
ャ
セ
ー

　
⑧
ナ
ー
℃
貯
塁
㊤
口
㊤
9
げ
霧
曾
9
（
ω
陛
一
日
げ
①
嘗
暮
。
。
巴
貯
冨
》
釜
寿
賀
斜
）
に
よ
れ
ば
、
首
都
か
ら
①
ル
ア
ン
プ
ラ
バ
ン
、
往
路
一
七
日
、
復

路
＝
嵩
日
、
②
ノ
ン
カ
イ
、
往
路
復
路
共
各
＝
一
日
、
③
ウ
ボ
ン
、
往
路
復
路
共
倒
一
二
日
、
チ
ャ
ム
パ
…
サ
ッ
ク
ま
で
は
さ
ら
に
一
日
増
し
、

各
一
三
日
、
④
プ
ラ
タ
ボ
ン
b
d
暴
富
露
げ
窪
σ
Q
、
往
路
復
路
共
各
七
日
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
、
道
筋
の
地
方
国
か
ら
提
供
さ
れ
る
飛

脚
舟
、
早
馬
が
使
用
さ
れ
る
の
は
不
可
欠
で
あ
り
、
他
の
手
段
に
よ
れ
ば
さ
ら
に
二
、
三
倍
の
時
間
を
要
し
た
。
中
央
政
府
の
三
省
の
所
轄
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

な
る
各
地
里
国
へ
の
命
令
の
伝
達
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
り
、
キ
ン
ム
ア
ソ
に
よ
る
各
地
国
国
独
自
の
統
治
は
、
さ
ら
に
中
央
の
意
志
の
疎
通

を
さ
ま
た
げ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
首
都
在
住
の
官
吏
で
地
方
国
へ
の
赴
任
を
の
ぞ
む
着
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

⑩
る
。　

交
通
季
段
の
未
発
達
は
、
各
地
里
国
の
絹
対
的
独
立
の
傾
向
を
生
み
出
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
国
家
の
危
急
の
時
に
直
面
し
て
軍
事
的
対
応

の
お
騙
れ
を
も
た
ら
し
た
・
天
九
三
年
鶏
仏
危
機
に
際
し
て
メ
ー
コ
ン
沿
岸
に
軍
団
を
移
動
す
る
の
に
一
ヶ
月
を
費
し
て
い
如
さ
ら
に

こ
の
年
の
毒
酒
に
プ
ラ
タ
ボ
ン
方
面
に
派
し
た
軍
団
は
熱
病
の
た
め
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
、
シ
ソ
ポ
ン
か
ら
プ
ラ
タ
ボ
ソ
一
帯
は
濫
流
水
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

冠
水
し
、
輸
送
手
段
を
失
っ
て
立
往
生
し
て
し
ま
っ
た
。
交
通
手
段
の
体
系
的
整
備
の
立
ち
お
く
れ
は
、
広
大
な
国
家
領
域
の
統
治
上
の
大
き

な
障
害
と
な
り
、
植
民
地
勢
力
の
外
圧
に
対
応
す
る
各
地
域
、
各
地
方
国
の
有
機
的
、
効
果
的
な
結
合
は
不
可
能
に
近
か
っ
た
。

　
先
述
の
ご
と
く
ア
ユ
タ
ヤ
朝
に
お
け
る
国
家
領
域
の
区
分
に
は
畿
内
も
し
く
は
四
級
国
の
分
布
す
る
地
域
、
三
級
、
二
級
、
…
級
の
四
段
階

が
存
在
し
た
。
畿
内
は
デ
ル
タ
を
中
心
に
港
津
や
河
川
運
河
交
通
路
が
集
積
す
る
地
域
に
展
開
し
、
三
級
、
二
級
国
は
首
都
か
ら
僻
遠
の
地
に

分
布
し
て
相
対
的
に
独
立
的
傾
向
を
有
し
、
一
級
国
は
北
に
ピ
ッ
サ
ヌ
ロ
ー
ク
、
南
に
ナ
コ
ン
シ
ー
タ
ム
マ
ラ
ー
ト
の
二
国
で
、
朝
貢
土
侯
領
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図3．チャンナイ，チャンクラーン，チャンノークの領

　　　域区分
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⑬

域
と
の
境
に
あ
っ
て
鎮
守
府
的
機
能
を
は
た
し
て
い
た
。
そ
こ
に
は
一
定
の
地
理
的
な
空
聞
秩
序
が
認
め
ら
れ
る
。
首
都
の
中
央
政
府
か
ら
直

接
に
代
官
が
派
遣
さ
れ
て
統
治
し
た
畿
内
と
い
う
行
政
領
域
は
、
そ
の
後
い
か
な
る
変
遷
を
た
ど
っ
た
か
は
さ
し
て
明
ら
か
で
な
い
。
一
九
世

紀
末
に
お
い
て
は
、
中
央
政
府
の
財
政
は
極
度
に
貧
窮
し
、
地
方
国
の
官
を
直
接
任
命
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
キ

ン
ム
ア
ン
制
下
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
地
方
国
の
プ
ラ
イ
の
入
力
支
配
と
徴
税
体
制
は
弛
緩
し
た
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
⑭

テ
ッ
ト
円
。
与
し
d
琶
u
帥
σ
q
に
よ
れ
ば
畿
内
は
、
一
八
九
一
年
に
お
い
て
、
わ
ず
か
に
首
都
近
郊
の
バ
ト
ゥ
ム
タ
ニ
ー
、
ノ
ン
タ
ブ
リ
、
プ
ラ
プ

ラ
デ
ー
ン
、
サ
ム
ッ
ト
サ
コ
ン
の
四
地
方
国
に
か
ぎ
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
畿
内
と
い
う
行
政
領
域
と
は
．
別
に
、
　
一
九
世
紀
末
で
は
し
ば
し
ば
チ
ャ
ン
ナ
イ
O
げ
ρ
読
解
、
チ
ャ
ン
ク
ラ
ー
ン
　
○
冨
巳
臨
碧
σ
Q
、
チ
ャ
ン
ノ
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表2．チャンナイ・チャソクラーソ・チャンノークの領域区分

Krungthep　Mahanakhon （Bangkok）

工 Channa三 （21ケ国）

Mahatthai所轄
1 Kmng　K：ao 2Angth。ng 3Lopbur1 4Saraburi

5 Phraphutthabat 6　　Chachoengsao 7 Phanom　Sarakham
8 Prachinburi 9　Nakhon　Nayok 10 Suphanburi

Kralah。皿所轄
11 Nakllon　Kh並ankhan 12 Prathu皿thani 13　Ratchaburi

Trom　Tha所轄
14 Samut　Prakaぬ 15　　Nonthaburi 16 Nakhon　Chaisi
17 S駄mut　Sakh◎且 18　Samut　Songkhram 19　Phanat　Nikhom
20 Chonbuτi 21　Banglamung

1王 Chanklang （12ケ国）

Maha七thai所轄
1 1nthaburi 2　Phromburi　　　3 Singbun 4　　Saτ1khaburi

5 Chainat　　　　　6 Manorom　　　7 Wichian 8　Buachum
9 Chaibadan 10　Kamphran＊

Kralahom所轄
11 K哉nchanaburi 12　　Phetchaburi

工II Channok（29ケ圏）

Mahatthai所轄
王 Uthaithani 2　Nakhon　Sawa11 3Kamphaeng　Phet　　4Tak
5 Phichi七　　　6 Phitsallulok　　　　　7 Phichai 8　Uttaradit
9 Sawankhalok 10　Sukhothai 11Phetchabun
12 Naユζhon　Ratchaslma

1（ralahom所轄
13 Prachuapkhirika」n 14　Pran 15 KamnQet　NQpphakhun
16 Chumphon 17　Chaiya　　　　　18 Nakhon Sitha血lnarat　　　　19　Songkhla
20 Phatthalung 21Langsuan 22Taku乱 Thung　　　23　Thakua　Pa
24 Thalang　　　25 Phang－nga　　　　　26 工）huket

Krom　Tha所轄
27 Rayon　　　28 Chanthaburi　　　　29 Trat

　　「地方国をChannai，　Chanklang，　Channokに区分すること」8Wa　Duai　Baeng　MUang　Ben

Channai　Chanklang　Channok’，『タイ王国官報』巻1　Ratahakitchaunbehsa，　Lem　1，1346
（1874　A．　D，），　p．　306．

　※　位置不明。ただし，現在のLopburi県Chaibadan郡のPasak川中の早瀬にPhran
（Phanchana）の地名あり。　『タイ国地理事典』巻3　Akkhmnuhrom　Phumisat　Thai，　CltabaP
Ratchabanditsathan，　Lem　3，　Phranalchon，　Ph．　S．　3507　（1964　A．　D．），　p．　930．
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i
ク
○
多
言
。
騨
の
地
方
国
、
と
い
う
領
域
区
分
が
登
場
す
る
。
一
八
七
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
タ
イ
王
国
官
報
』
巻
一
謁
ミ
偽
ぎ
翼
客
§
寧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

盤
外
3
り
。
津
H
　
の
一
節
に
記
さ
れ
た
こ
の
領
域
区
分
は
図
3
・
表
2
の
ご
と
く
で
あ
る
。
首
都
を
中
心
に
し
た
地
方
国
の
三
区
分
は
、
当
時

の
ク
ロ
ム
ナ
出
国
8
日
賭
9
（
農
務
省
）
の
官
吏
、
プ
ラ
ヤ
i
・
ラ
ー
チ
ャ
ウ
ォ
ラ
ヌ
ク
ー
ン
℃
騨
9
る
塞
出
。
冨
毒
。
箏
髭
犀
目
影
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た
。
こ
の
区
分
は
ク
ロ
ム
ナ
ー
に
よ
る
地
方
国
の
水
田
面
積
の
計
測
の
た
め
に
設
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
首
都
黒
潮
昌
夢
Φ
℃
冨
㊤
げ
霞
勢
げ
。
ロ
周
辺
の
デ
ル
タ
下
流
都
を
中
心
に
チ
ャ
ン
ナ
イ
の
諸
国
が
分
布
し
、
デ
ル
タ
上
流
部
の
地
方
国
を
中
心

に
チ
ャ
ン
ク
ラ
ー
ン
が
設
定
さ
れ
、
そ
の
外
側
の
北
部
盆
地
、
マ
レ
ー
半
島
都
、
東
南
沿
岸
な
ど
の
地
方
国
は
チ
ャ
ン
ノ
ー
ク
と
さ
れ
て
い
る
。

コ
ラ
ー
ト
高
原
に
つ
い
て
は
ナ
コ
ン
ラ
ー
チ
ャ
シ
マ
ー
を
の
ぞ
い
て
何
ら
記
載
は
な
い
。
こ
れ
が
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
か
不
明
で
あ
る
が
、

コ
ラ
ー
ト
高
原
の
生
産
力
の
低
さ
と
、
こ
の
時
期
に
あ
っ
て
も
統
治
噴
き
わ
め
て
疎
遠
な
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
十
分
予
想
さ
れ
る
。

　
チ
ャ
ン
ク
ラ
ー
ン
に
含
ま
れ
る
地
方
国
は
デ
ル
タ
上
流
部
お
よ
び
そ
の
縁
辺
に
位
鷺
し
、
酋
都
か
ら
ほ
ぼ
二
〇
〇
㎞
以
内
に
あ
る
。
チ
ヤ
ン

ナ
イ
、
チ
ャ
ン
ク
ラ
ー
ン
の
領
域
は
、
か
っ
て
ア
ユ
タ
ヤ
朝
に
お
い
て
設
定
さ
れ
た
畿
内
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
は
生
産
基
盤
で
あ
り
、

河
川
水
路
交
通
路
の
集
積
す
る
デ
ル
タ
が
領
域
統
治
上
の
空
間
的
枠
組
と
し
て
踏
襲
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
九

世
紀
末
に
お
い
て
一
〇
〇
㎞
圏
と
も
い
う
べ
き
下
流
部
を
中
心
と
し
た
チ
ャ
ン
ナ
イ
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
灌
概
排
水

お
よ
び
米
取
引
き
の
た
め
の
交
通
路
を
保
証
す
る
た
め
の
運
河
の
掘
削
、
濃
洪
保
全
が
さ
か
ん
に
行
な
わ
れ
、
荒
蕪
地
の
水
田
化
が
大
々
的
に

進
行
し
つ
つ
あ
・
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
戴
天
圭
ハ
年
長
の
ナ
コ
ン
ヌ
ア
ン
ケ
・
ト
運
河
謹
。
。
σ
q
翼
醤
。
蔓
含
σ
・
穿
・
・
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

七
八
年
の
プ
ラ
ウ
ェ
ー
ト
ブ
リ
ロ
ム
運
河
雪
田
。
口
σ
q
調
整
毛
Φ
菩
二
目
。
導
な
ど
の
開
削
は
、
当
時
の
米
作
の
一
大
中
心
地
で
あ
っ
た
チ
ャ
チ
ュ

　
　
．
⑱

ン
サ
オ
と
首
都
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
、
沿
岸
の
水
田
化
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
運
河
開
削
は
、
国
家
の
事
業
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
王
族
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

貴
族
、
国
主
ら
に
よ
っ
て
も
行
な
わ
れ
、
沿
岸
農
地
の
大
土
地
所
有
へ
と
導
い
た
。
そ
し
て
運
河
開
削
と
新
田
開
拓
は
バ
ト
ゥ
ム
タ
ニ
ー
、
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

コ
ン
ナ
ヨ
ッ
ク
間
の
ラ
ン
シ
ッ
ト
運
河
国
臣
。
⇒
σ
q
菊
き
σ
q
ω
搾
シ
ス
テ
ム
の
完
成
に
よ
っ
て
頂
点
に
た
っ
す
る
。
　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
　
チ
ャ
ン

ナ
イ
に
含
ま
れ
る
地
方
国
の
主
筆
は
、
下
流
部
開
発
と
余
剰
米
輸
出
の
増
大
に
と
も
な
っ
て
、
そ
の
港
津
と
し
て
の
機
能
を
高
め
、
米
を
中
心
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と
す
る
商
晶
作
物
の
集
散
地
に
転
化
し
て
い
っ
た
。

　
こ
の
三
区
分
は
ク
ロ
ム
ナ
ー
に
よ
る
水
田
面
積
の
計
測
の
た
め
の
便
宜
上
の
設
定
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
中
央
政
府
に
よ
る
地

方
国
支
配
の
た
め
の
何
ら
か
の
機
能
を
も
・
聖
域
で
あ
・
た
の
か
・
今
の
段
階
で
は
不
明
で
あ
如
実
政
府
の
統
塗
の
関
心
は
・
い
ず

れ
に
し
ろ
、
チ
ャ
ン
ナ
イ
、
チ
ャ
ン
ク
ラ
ー
ン
に
注
が
れ
、
チ
ャ
ン
ノ
ー
ク
や
さ
ら
に
コ
ラ
ー
ト
高
原
の
地
方
国
は
、
交
通
手
段
の
未
発
達
に

よ
り
、
き
わ
め
て
孤
立
し
た
状
態
で
あ
っ
た
。

タイにおける国家領域の成立過程（田辺）

　
識
①
　
ω
旨
箸
劉
缶
■
≦
‘
§
ミ
‘
＜
。
一
．
H
層
℃
や
ω
戸
l
b
。
．

　
　
②
曾
ぎ
曾
。
阜
9
§
ヨ
＆
曾
。
簿
愚
ぎ
ミ
の
§
脚
§
a
誉
U
。
民
。
p
H
。
。
㊤
μ
唱
・

　
　
　
“
心
一
O
噸

　
　
③
§
野
唱
」
。
。
歯
ρ

　
　
④
鼠
。
9
詳
温
し
‘
§
ミ
こ
℃
雫
刈
。
。
．
二
。
。
．

　
　
⑤
9
＆
器
斜
名
‘
。
サ
ミ
己
や
ω
O
伊

　
　
⑥
　
O
ユ
琶
H
＆
噛
魯
．
ミ
ニ
や
『
。
。
．

　
　
⑦
嵐
。
9
写
鴛
ざ
u
こ
眺
導
儲
9
轟
』
画
こ
§
§
蝿
§
験
§
軸
馬
鶏
§
蕊
§
導
。
㌦

　
　
　
§
軸
鼠
ミ
＆
馬
。
臆
愚
壽
8
累
。
毛
団
。
『
ぎ
ド
㊤
旨
”
唱
■
伊

　
　
⑧
O
領
事
困
。
ロ
σ
q
閃
緯
g
磐
弓
訂
や
o
Q
。
日
α
簿
℃
訂
㊤
号
8
ぴ
。
δ
ヨ
目
p
毛
。
暮
ぎ
¢

　
　
　
翠
雨
。
ヨ
剛
訂
亀
ゆ
い
器
℃
冒
ミ
㊤
男
気
9
ぽ
霧
。
器
（
ω
三
↓
匿
℃
げ
帥
仲
の
巴
ぎ
冨

　
　
　
〉
団
暮
夢
ρ
団
p
）
”
§
鴨
鶏
も
ミ
ぴ
§
斜
ω
p
ヨ
諺
H
壱
ピ
ヨ
魏
瓢
塁
σ
q
〆
く
奪
冨
筍
層
勺
貯
甲

　
　
　
昌
巴
臼
。
戸
℃
ケ
．
ω
9
b
。
魅
窃
（
H
O
q
熱
。
y
噂
℃
．
H
O
b
。
I
Q
。
（
ダ
ム
ロ
ソ
、
プ
ラ
ヤ
ー
・
ラ
ー

　
　
　
チ
ャ
セ
ー
ナ
ー
、
『
テ
ー
サ
ー
ビ
バ
ー
ン
』
、
以
下
§
題
愚
§
§
と
略
す
。
）

　
　
　
こ
の
書
は
ダ
ム
ロ
ン
の
内
務
大
義
就
任
時
に
お
け
る
テ
ー
サ
ー
ビ
バ
ー
ソ
体
欄
成

’
　
　
立
期
の
苦
心
談
を
集
録
し
、
長
い
間
、
内
務
省
官
吏
で
あ
っ
た
ラ
ー
チ
ャ
セ
ー
ナ

　
　
　
一
に
よ
る
テ
ー
サ
ー
ビ
バ
ー
ソ
体
制
の
刻
明
な
記
述
を
も
併
載
し
て
い
る
。

　
　
⑨
蓼
ミ
‘
や
刈
⑦
’

　
　
⑩
§
3
電
．
澄
壷

⑪
　
↓
。
一
切
暮
轟
σ
q
層
。
》
“
タ
や
8

⑫
§
貫
首
ミ
ぴ
§
層
℃
や
ド
O
傘
鋳

⑬
二
地
方
国
に
加
え
て
、
三
世
王
時
、
チ
ャ
オ
・
ア
ヌ
叛
乱
後
、
ラ
ー
オ
系
土
侯

　
領
域
に
対
す
る
鋏
撫
の
碍
的
か
ら
、
ナ
コ
ン
ラ
ー
チ
ャ
シ
ー
マ
ー
が
一
級
國
に
昇

　
格
し
て
い
る
。
鵠
㌧
肉
．
卑
賛
N
図
℃
や
総
。
。
1
ρ

⑭
6
。
一
ゆ
呂
爵
σ
q
’
。
》
ミ
‘
や
。
．
餅

⑮
、
．
ぞ
ρ
U
目
巴
切
器
護
ン
δ
鎚
σ
q
切
§
O
冨
二
巴
Ω
μ
雪
乙
雪
σ
q
9
§
ヨ
。
岸
”
．
．

　
翔
ミ
犠
ぎ
ミ
馬
寒
§
ミ
富
雲
影
ピ
①
毎
押
ρ
ω
」
誌
①
（
｝
G
。
謡
）
層
や
G
。
O
①
　
（
「
地
方
国

　
を
チ
ャ
ソ
ナ
イ
、
チ
ャ
ン
ク
ラ
ー
ソ
、
チ
ャ
ソ
ノ
ー
ク
に
区
分
す
る
こ
と
」
）

⑯
友
杉
孝
、
「
9
き
男
腎
ρ
冒
デ
ル
タ
の
か
ん
が
い
排
水
開
発
の
歴
史
的
発
展

　
過
程
」
、
　
『
東
南
ア
ジ
ア
研
究
』
、
第
三
巻
第
四
号
、
京
都
、
一
九
六
六
年
、
一
五

　
〇
一
一
ペ
ー
ジ
。

⑰
9
き
写
霞
饗
乏
。
茜
。
・
霞
慧
円
岩
ぎ
辞
困
惑
§
恥
》
§
ミ
さ
恥
楠
§
磯

　
蓉
題
黛
着
き
隷
§
3
℃
げ
目
ρ
轟
巴
（
げ
o
P
勺
劉
Q
Q
9
卜
◎
蒔
◎
。
膳
（
同
り
自
）
、
℃
や
ド
ω
O
l
念
　
（
チ

　
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
ー
・
ウ
ォ
ソ
サ
ー
ヌ
プ
ラ
パ
ッ
ト
、
　
『
農
務
省
史
』
）
。

⑱
パ
ン
パ
コ
ン
沿
岸
の
チ
ャ
チ
ュ
ン
サ
オ
は
、
当
落
交
易
の
一
大
中
心
で
あ
り
、

　
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
ー
河
と
結
ぶ
幹
線
運
河
の
開
削
と
と
も
に
重
要
性
を
ま
し
た
。

　
ω
ヨ
鴇
罫
国
．
署
‘
o
》
ミ
‘
＜
o
ド
鮒
や
雪
．

⑲
O
冨
冨
豊
≦
・
》
‘
験
§
び
く
。
｝
q
b
。
”
や
蜀
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⑳
O
冨
。
℃
葺
p
ぢ
≦
8
σ
q
＄
旨
真
庭
霊
宝
。
》
駄
野
や
お
吟

⑳
　
領
域
を
示
す
概
念
と
し
て
は
か
な
り
不
確
定
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
　
『
タ
イ

　
王
国
官
報
』
の
ダ
ム
ロ
ン
の
一
八
九
二
年
の
視
察
旅
行
を
伝
え
る
｝
節
に
お
い
て

　
は
、
デ
ル
タ
上
流
部
や
北
都
盆
地
の
諸
国
を
国
葛
引
偽
磐
σ
q
O
9
嘗
鉱
団
p
一
賭
蜜

　
（
北
方
の
チ
ャ
ン
ナ
イ
諸
国
）
と
よ
ん
で
い
る
。
チ
ャ
ソ
ノ
ー
ク
は
通
常
の
使
用

法
で
は
コ
ラ
…
ト
高
原
な
ど
を
指
す
場
合
が
多
い
。
、
、
閑
げ
餌
。
℃
ぴ
鑓
。
び
騨
。
客
。
㌣

αQ

ｼ
p
荘
8
囚
δ
ヨ
帥
ヨ
¢
ロ
U
p
筥
目
。
ロ
σ
q
口
霧
。
げ
β
。
昌
雷
℃
げ
曽
℃
ω
恥
α
⑦
け
勺
巴
竃
口
騨
ロ
α
q

課
口
福
二
「
沁
ミ
昏
ぎ
隷
監
罫
ミ
ミ
曾
雰
3
い
⑦
諺
ρ
国
．
ψ
録
一
（
卜
Q
。
り
ト
。
）
”
や
b
。
ω
Q
。
（
「
ダ

ム
ロ
ン
親
王
北
部
の
諸
国
へ
行
幸
の
ニ
ュ
ー
ス
」
）
。
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五
　
領
域
統
治
の
改
革
i
初
期
の
試
み

　
一
九
世
紀
末
ま
で
国
家
領
域
の
統
治
は
、
中
央
政
府
の
三
省
に
よ
っ
て
分
割
さ
れ
、
さ
ら
に
三
省
の
重
要
ポ
ス
ト
の
大
部
分
は
ブ
ン
ナ
ー
ク

切
β
目
ρ
生
家
を
中
心
と
す
る
特
定
門
閥
に
よ
っ
て
掌
握
さ
れ
て
い
た
。
よ
う
や
く
一
八
八
0
年
代
に
入
っ
て
、
五
官
王
を
中
心
と
す
る
世
代
が

　
　
①

拾
頭
し
、
チ
ャ
ク
リ
王
室
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
中
央
政
府
を
領
導
す
る
基
盤
が
築
か
れ
て
い
っ
た
。
一
八
九
二
年
、
五
器
王
は

政
府
機
構
の
改
革
を
宣
言
し
、
中
央
政
府
に
一
二
省
を
設
け
、
マ
ハ
ー
タ
イ
の
大
臣
に
は
当
時
三
〇
歳
の
ダ
ム
ロ
ン
U
ρ
臼
H
8
σ
q
親
王
が
任
ぜ

　
　
②

ら
れ
た
。
ダ
ム
ロ
ン
は
地
方
国
が
元
の
三
省
に
よ
っ
て
分
割
さ
れ
て
い
る
と
い
う
不
合
理
を
克
服
す
る
た
め
、
二
年
後
に
は
カ
ラ
ー
ホ
ム
な
ど

の
所
轄
領
域
を
マ
ハ
ー
タ
イ
に
併
合
し
、
マ
ハ
ー
タ
イ
は
全
国
家
領
域
の
統
治
を
担
う
内
務
省
と
し
て
出
発
し
た
。

　
五
世
王
ら
の
領
域
統
治
の
改
革
に
向
う
決
意
は
、
諸
外
国
が
共
に
侵
略
の
姿
勢
を
と
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
危
機
の
認
識
に
支
え
ら
れ
、
そ
れ

に
対
応
す
る
国
家
領
域
統
治
に
か
か
わ
る
制
度
の
合
理
化
、
と
り
わ
け
内
務
省
に
よ
る
地
方
国
統
治
を
整
然
と
し
た
綱
度
と
す
る
こ
と
が
要
請

　
　
③

さ
れ
た
。
内
務
省
の
下
に
は
、
地
方
憲
兵
警
察
局
囚
8
三
日
ρ
曄
旨
ρ
な
げ
暮
げ
露
な
ど
の
治
安
維
持
の
た
め
の
部
周
、
さ
ら
に
マ
レ
ー
半
島
部

の
地
方
国
の
錫
鉱
を
管
理
す
る
鉱
務
地
質
局
囚
H
◎
日
田
縁
。
げ
巴
9
㊤
匡
け
娼
げ
g
露
箸
洋
ρ
団
㊤
、
北
部
の
チ
ー
ク
林
資
源
管
理
の
た
め
の
森
林
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

二
目
。
ヨ
℃
9
日
鉱
な
ど
機
能
分
化
さ
れ
た
六
部
局
が
設
置
さ
れ
た
。
　
こ
れ
ら
の
部
局
に
は
英
人
を
主
と
す
る
多
く
の
外
国
人
技
師
が
採
用
さ
れ

た
。　

ま
た
広
大
な
国
家
領
域
を
統
治
す
る
た
め
の
地
理
学
的
知
識
は
、
一
八
八
七
年
の
地
図
局
囚
8
ヨ
℃
ぴ
器
暮
巨
設
立
と
と
も
に
踏
査
・
測



タイにおける国家領域の成立過程（沼辺）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

量
が
行
わ
れ
、
し
だ
い
に
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
し
か
し
テ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
一
八
九
二
年
当
時
、
統
治
を
担
う
内
務
省
官
吏
に
お
い
て
さ
え
、

辺
境
地
域
に
つ
い
て
は
若
干
の
都
市
の
名
を
承
知
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
科
学
的
な
地
理
学
的
知
識
の
導
入
は
、
地
図
局

に
イ
ン
ド
総
督
府
の
英
人
技
師
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
｝
・
嵐
。
○
霞
夢
嘱
や
ロ
フ
タ
ス
》
・
い
い
。
津
霧
ら
が
招
か
れ
、
辺
境
地
域
の
地
図
作
製
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

測
量
が
行
わ
れ
た
時
期
に
始
ま
る
。
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
は
一
八
八
一
年
以
来
、
各
地
を
調
査
測
量
し
、
と
り
わ
け
北
部
ラ
オ
ス
の
国
境
画
定
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

め
、
漢
人
の
叛
乱
に
対
す
る
討
伐
遠
征
軍
と
行
動
を
共
に
し
、
ラ
日
当
系
朝
貢
土
侯
領
域
に
関
す
る
知
識
・
情
報
を
提
供
し
た
。
そ
の
成
果
は
、

一
八
八
七
年
に
お
け
る
最
初
の
科
学
的
地
理
心
墨
に
も
と
つ
く
地
図
の
刊
行
、
そ
の
後
の
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
全
土
と
朝
貢
土
侯
領
域
を
含
む

地
図
の
刊
行
と
し
て
結
実
し
た
。

　
地
図
局
に
よ
る
地
理
学
的
知
識
の
獲
得
・
蓄
積
は
、
ダ
ム
ロ
ン
の
近
衛
隊
局
潮
目
。
ヨ
6
ρ
げ
露
華
ρ
夢
錯
Φ
犀
在
任
以
来
の
門
下
生
で
あ
り
、
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ッ
カ
ー
シ
ー
の
協
力
者
で
あ
っ
た
新
進
の
地
形
学
者
ル
ア
ン
・
テ
ー
サ
ー
チ
ッ
ト
ウ
ィ
チ
ャ
ン
い
煽
霞
σ
Q
同
げ
Φ
＄
o
け
詫
≦
貯
び
§
（
ω
窪
α
q
≦
跨
9
－

唄
器
三
）
　
の
内
務
省
入
り
に
よ
っ
て
本
格
的
に
な
っ
た
。
ダ
ム
ロ
ン
を
中
心
と
す
る
領
域
統
治
の
改
革
と
国
家
領
域
の
編
成
秩
序
の
改
変
は
、

こ
の
よ
う
な
科
学
的
基
礎
を
準
備
す
る
過
程
に
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ダ
ム
ロ
ン
の
内
務
大
臣
就
任
以
前
に
お
い
て
も
、
外
圧
に
よ
る
緊
張
の
は
げ
し
い
諸
外
国
と
の
接
触
地
帯
の
土
侯
領
域
や
辺
境
の
地
方
国
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

対
し
て
は
、
統
治
上
の
若
千
の
試
み
が
み
ら
れ
た
。
軍
事
的
援
助
を
主
目
的
と
し
た
カ
ー
ル
ア
ン
図
げ
轟
轟
昌
σ
Q
の
首
都
か
ら
の
派
遣
が
そ
れ
で

あ
る
。
旧
制
度
下
の
キ
ン
ム
ア
ン
糊
に
よ
る
領
域
防
衛
上
の
弱
点
を
克
服
す
べ
く
、
ま
た
恒
常
化
し
た
外
圧
へ
の
対
応
と
し
て
、
改
革
の
前
段

の
過
程
で
設
置
さ
れ
た
。

　
常
駐
の
カ
1
ル
ア
ン
の
派
遣
は
、
小
野
一
二
三
六
年
（
一
八
七
四
A
．
D
）
に
お
け
る
チ
ェ
ン
マ
イ
の
例
が
比
較
的
初
期
の
例
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

『
チ
ェ
ン
マ
イ
、
ラ
ム
パ
ン
、
ラ
ム
プ
ー
ン
チ
ャ
イ
年
代
記
』
　
跨
げ
○
謬
σ
q
鶏
≦
9
α
藍
鼠
躯
露
σ
q
螺
騨
周
臼
。
鵠
O
げ
一
き
σ
q
ヨ
ρ
㌍
蜜
自
露
σ
q
宕
剥
げ
。
ロ

U
ρ
ヨ
℃
鎚
α
q
”
寓
ロ
窪
σ
Q
U
9
自
℃
ぎ
鵠
。
匿
圃
に
よ
れ
ば
、
将
校
一
〇
、
兵
六
〇
の
計
七
〇
人
を
と
も
な
う
カ
ー
ル
ア
ン
が
チ
ェ
ン
マ
イ
に
派
遣
さ

れ
、
英
領
ア
ヴ
ァ
の
ビ
ル
マ
人
に
よ
る
チ
ー
ク
林
伐
採
権
の
伸
張
に
圧
力
を
加
え
る
の
を
目
的
と
し
た
。
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東
方
に
対
し
て
は
、
仏
植
民
地
勢
力
の
伸
張
に
対
応
し
て
、
多
く
の
カ
ー
ル
ア
ン
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
が
『
イ
サ
ー
ン
州
地
方
国
年
代
記
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
記
事
に
み
え
る
。
小
心
＝
一
三
八
年
（
一
八
七
六
A
D
）
に
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
プ
ラ
タ
ボ
ン
、
ナ
コ
ン
シ
ェ
マ
ラ
ー
ト
（
ω
δ
日
頃
＄
や
）
に
、

　
　
　
　
　
　
⑫

小
魚
一
二
四
〇
年
（
一
八
七
八
A
D
）
に
は
コ
ラ
ー
ト
高
原
南
部
の
サ
ン
カ
ω
ρ
⇔
σ
q
樋
管
な
ど
の
盗
賊
追
討
の
名
屋
で
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
メ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

コ
ン
沿
岸
の
チ
ャ
ム
パ
ー
サ
ッ
ク
お
よ
び
ウ
ボ
ン
に
対
し
て
は
小
脳
一
二
四
四
年
（
一
八
八
二
A
D
）
に
カ
ー
ル
ア
ン
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

　
カ
ー
ル
ア
ン
の
派
遺
と
そ
の
所
轄
領
域
の
設
定
は
、
キ
ン
ム
ア
ン
制
下
に
お
け
る
辺
境
の
国
主
や
朝
貢
土
侯
の
独
立
的
性
格
が
、
外
圧
に
対

す
る
国
家
領
域
の
防
衛
に
と
っ
て
六
国
と
な
っ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
カ
ー
ル
ア
ン
の
所
轄
領
域
は
、
従
来
の
キ
ン
ム
ア
ン

制
下
に
凝
縮
し
て
い
た
地
方
国
や
土
侯
領
域
の
境
域
を
越
え
て
そ
の
数
個
を
包
括
す
る
場
合
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
チ
ー
ク
林
の
利
権
を
管
理
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

轄
す
る
チ
ェ
ン
マ
イ
の
カ
ー
ル
ア
ン
の
場
合
、
そ
の
所
轄
領
域
は
隣
接
す
る
ラ
ム
パ
ン
、
ラ
ム
プ
ー
ン
チ
ャ
イ
、
プ
レ
ー
、
ナ
ー
ン
な
ど
の
山

間
盆
地
の
土
侯
領
域
に
ま
で
お
よ
ん
だ
。
錫
鉱
山
の
経
営
を
め
ぐ
る
華
僑
労
働
者
と
の
争
議
と
政
情
不
安
を
収
拾
す
べ
く
派
遣
さ
れ
た
ブ
ー
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ッ
ト
の
カ
ー
ル
ア
ン
の
統
轄
領
域
は
、
マ
レ
ー
半
島
西
岸
の
全
地
方
国
に
お
よ
ん
だ
。

　
カ
1
ル
ア
ン
の
領
域
支
配
は
し
だ
い
に
国
主
や
朝
貢
土
侯
に
よ
る
キ
ン
ム
ア
ン
を
否
定
し
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。
コ
ラ
ー
ト
高
原
の
ウ
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ン
に
お
け
る
そ
の
過
程
は
、
　
『
イ
サ
：
ン
州
地
方
国
年
代
記
』
に
明
ら
か
で
あ
る
。
小
暦
一
二
四
六
年
（
一
八
八
四
A
D
）
の
条
に
は
、
　
「
ウ
ボ

ン
の
カ
ー
ル
ア
ン
、
ル
ア
ン
・
パ
ク
デ
ィ
ナ
ロ
ン
い
仁
9
。
口
σ
q
℃
げ
ρ
瞠
α
野
屋
。
ロ
σ
q
に
許
可
証
を
与
え
、
ウ
ボ
ン
と
そ
の
属
領
の
領
域
内
に
居
住
す

る
巻
に
対
し
て
、
官
務
に
使
役
す
る
た
め
に
徴
発
す
る
こ
と
に
か
え
て
課
役
代
を
魚
心
し
、
一
人
三
豊
ア
ッ
ト
（
％
バ
ー
ツ
）
と
定
め
た
。
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

が
先
例
と
な
り
こ
れ
以
降
慣
例
と
な
っ
た
」
と
あ
る
。
ま
た
小
堂
一
二
五
〇
年
（
一
八
八
八
A
D
）
に
は
対
仏
危
機
を
反
映
し
て
、
ウ
ボ
ン
お
よ

び
チ
ャ
ム
パ
ー
サ
ッ
ク
の
カ
ー
ル
ア
ン
は
、
所
轄
領
域
内
の
プ
ラ
イ
を
動
員
し
て
軍
事
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
カ
ー
ル
ア
ン
は
財

政
的
に
も
軍
事
的
に
も
、
し
だ
い
に
辺
境
の
地
方
国
や
朝
方
侯
領
域
の
直
接
支
配
へ
と
乗
り
出
し
て
い
っ
た
。

　
コ
ラ
ー
ト
高
原
や
メ
ー
コ
ン
流
域
に
関
し
て
は
、
対
仏
緊
張
が
増
大
す
る
に
し
た
が
っ
て
さ
ら
に
明
確
な
所
轄
領
域
が
画
定
さ
れ
、
五
世
王

の
異
母
兄
弟
な
ど
が
カ
ー
ル
ア
ン
・
ヤ
イ
雪
げ
細
査
き
σ
q
顧
巴
と
し
て
派
遣
さ
れ
正
規
軍
を
も
伴
っ
た
。
　
『
イ
サ
…
ン
州
地
方
国
年
代
記
』
ラ
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タイにおける国家領域の成立過程（田辺）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

タ
ナ
コ
ー
シ
ン
暦
一
〇
九
年
（
一
八
九
〇
A
D
）
の
条
に
は
、
チ
ャ
ム
パ
ー
サ
ヅ
ク
、
ウ
ボ
ン
、
ノ
ン
カ
イ
、
ナ
コ
ン
ラ
ー
チ
ャ
シ
ー
マ
ー
の
四

拠
点
に
カ
ー
ル
ア
ン
が
設
置
さ
れ
、
周
辺
の
地
方
国
、
土
侯
領
域
を
統
轄
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ー
ル
ア
ン
が
官
務
を

命
じ
、
訴
訟
案
件
を
判
決
し
、
貢
納
事
訳
σ
q
o
Φ
ロ
ω
β
巴
を
督
促
す
る
所
轄
領
域
は
図
4
表
3
の
ご
と
く
で
あ
る
。
チ
ャ
ム
パ
ー
サ
ッ
ク
を
中

心
と
す
る
東
部
ラ
ー
オ
諸
国
国
口
会
費
ロ
σ
q
い
p
o
下
口
目
㊤
婁
ρ
p
O
犀
、
ウ
ボ
ン
を
中
心
と
す
る
東
北
部
ラ
ー
オ
諸
国
缶
口
§
眠
き
σ
Q
い
9
0
司
巴

日
鈴
円
き
。
吋
O
匡
p
口
σ
q
昌
費
、
ノ
ン
カ
イ
を
中
心
と
す
る
北
部
ラ
ー
オ
諸
国
冒
蜜
ロ
σ
q
ピ
ρ
o
二
巴
客
自
p
、
ナ
コ
ン
ラ
ー
チ
ャ
シ
ー
マ
ー
を
中
心
と

す
る
中
部
ラ
ー
オ
諸
国
国
口
ρ
日
蜜
口
畷
U
p
o
国
剴
口
σ
q
と
よ
ば
れ
た
領
域
が
そ
れ
で
あ
る
。
　
こ
れ
ら
の
ラ
三
栄
族
の
居
住
す
る
領
域
は
、
一
八

図4．カールアンの所轄領域

1／，is，．／lllti／t一’gil．，La？，．．e一一．，／．，／，’i／i・；／1ii｛；i／lt／／lil／／

数字は表3に対応する

　O　　地方国、土候領域の中心地

　0　　カールアンの設置された中心地

一一一 @推定の所轄領域

一一・一 @現在の国境線

九
三
年
以
後
仏
領
に
帰
し
た
メ
ー
コ
ン
東

岸
の
地
方
国
や
土
侯
領
域
を
含
ん
で
い

る
が
、
一
八
九
二
年
以
後
ダ
ム
ロ
ン
に
よ

っ
て
設
置
さ
れ
た
テ
ー
サ
ー
ビ
バ
ー
ン

日
げ
①
ω
ρ
℃
ぼ
げ
窓
体
制
下
の
州
冨
O
ロ
爵
8

の
祖
型
と
な
り
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
空
間

的
規
模
で
踏
襲
改
．
変
さ
れ
て
い
く
の
で
あ

る
。
例
え
ば
東
北
部
ラ
ー
オ
諸
国
と
よ
ば

れ
る
ム
ン
川
チ
ー
川
流
域
お
よ
び
東
部
ラ

ー
オ
諸
国
の
メ
ー
コ
ン
西
岸
は
、
ラ
ー
オ

カ
ー
オ
州
冨
。
暮
げ
○
昌
い
ρ
o
吋
ρ
o
と
さ
れ

さ
ら
に
一
九
〇
〇
年
に
は
イ
サ
ー
ン
州

揖
8
静
8
H
ω
聾
と
し
て
統
合
さ
れ
、
北
59 （765）



藁
ヨ
霧
喫
緊
ぼ
9
象
（
幻
8
ω
首
9
ロ
）は
カ
…
ル
ア
ン
・
ヤ
イ
と
さ
れ
四
つ
の
カ
ー
ル
ア
ン
の
領
域
の
統
轄
責
任
者
で
あ
っ
た
。

カ
ー
ル
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

部
ラ
ー
オ
諸
国
は
ウ
ド
ン
州
鼠
。
口
践
。
口
d
鳥
。
昌
と
し
て
踏
襲
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
こ
れ
ら
の
カ
ー
ル
ア
ン
の
う
ち
、
チ
ャ
ム
パ
ー
サ
ッ
ク
に
派
遣
さ
れ
た
プ
ラ
ヤ
ー
・
マ
ハ
ー
ア
ム
マ
タ
ヤ
…
テ
ィ
ボ
デ
ィ
ー
娼
腎
ρ
団
四
声
ρ
冨

’表3．カールアンの所轄心高

工。Khaluang　Nakhon　Champasak

@　　大M並ang　11

@　　属領のM融ng　21

@　　Huam丘ang　Lao　Fai　Tawanok

@　　東都ラ一国諸国

1．M並ang　Nakhon　Champasak
Q．　M丘ang　Chiang　Taeng

R．　M並ang　Saenpang

S．　M蔑ang　Sithandon

T．M弧ang　Atpoe

U．M丘ang　Salawan

V．　M亘ang　Khamthongyai
W．　M西ang　Surin

X．　M貢ang　Sangkha

P0．　！〉【丘ang　Khukhan

P王．M丘ang　Detudom

工L　Khaluang　M甑ng　Ubonratchani

@　　大M丘ang　12

@　　属領のM亘ang　29

@　　正［ua皿廿ang　Lao　Fai孚awanok

@　　Chia簸g　N昏a

@　　東北部ラーオ諸国

1．M並ang　Ubon
Q．　MUang　K：alasin

R．Miang　Suwannaphum
S．M貢ang　Mahasarakha皿
@5．　麓並ang　Roi－et

@6．　M面ang　Phulaenchang

V．漁ang　K：amalasai

W．頭並ang　Yosot

@9．　M亘ang　王（hemarat

P0．　翼翼ang　Songkhondondang

P1．　M丘εしng　Nong

P2．　M道ang　Sisake七

1王L　　Khaluang　Nongkhai

@　　大M並ang　16

@　　属領のM丘ang　36

@　　M丘ang　Lao　Fai　NUa

@　　北部ラーオ諸国

　　　　　　　　　　　　　　　　・P．　ハ伍養ang　Nongkha1

Q．　M丘ang　Chia纂9　工（hua痘9

R．蕪丘ang　Borikhannikhom

V．M並ang　Nakhon　Phano瓜
@8．　M丘ang　Sakon　Nakhon

@9．　込圧丘ang　Mukdahan

P0．M並ang　Kamuthasai
P1．M丘ang　Buriram
P2．　皿丘ang　Nonghan

P3．　M並ang　Khonkae且

P4，皿豊ang　Kha㎜koet

P5，瓢丘ang　Khamlnuan

P6．M並ang　Lomsak

IV．　Khaluang　M丘ang　Nakhon

@Ratchasima

@　　大M蚤ang　3

@　　属領のM議ang　12

@　　Huam並ang　Lao　Klang

@　　中部ラーオ諸国

1．　M：斌ang　NakhQ獄Ra，tchasi瓜a

Q．　M面ang　Chanbot

R．　M並ang　PhukiaO

　　モ．一ム・アモラウォンウィチット「イサーソ州地方團年代記」，Mom　Amora－

wongwichit，　’‘Phongsawadan　Huamtiang　Monthon　isan，”　（Praehum　Pftong－

satvadan．pmPhahthi　4），　Praalttem　Phongsatvadan　Lem　3，　Ongkankhakhong

Khurusapha，　Phranakhon，　Ph．　S．2506　（1963　A．　D．），　pp．　368－2．
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タイにおける国家領域の成立過程（田辺）

ン
の
所
轄
領
域
は
ほ
ぼ
均
等
な
規
模
で
定
着
し
、
中
部
ラ
ー
オ
諸
国
の
場
合
を
の
ぞ
い
て
、
内
部
に
は
一
一
～
一
六
の
地
方
国
を
有
し
、
そ
の

二
倍
程
度
の
小
規
模
な
属
領
を
統
轄
し
て
い
た
。
歴
史
的
に
古
く
か
ら
タ
イ
の
国
家
領
域
の
東
方
へ
の
鎮
守
府
的
機
能
を
は
た
し
た
ナ
コ
ン
ラ

ー
チ
ャ
シ
ー
マ
ー
は
、
盛
行
し
て
ノ
ン
カ
イ
に
い
た
る
通
路
と
ム
ン
川
沿
い
に
東
行
し
て
ウ
ボ
ン
、
チ
ャ
ム
パ
ー
サ
ッ
ク
へ
い
た
る
通
路
、
ド

ン
プ
ラ
ヤ
ー
イ
ェ
ン
を
越
え
サ
ラ
ブ
リ
経
由
で
首
都
に
い
た
る
通
路
と
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
し
て
の
性
格
を
有
し
た
。
中
部
ラ
三
蓋
諸
国

を
構
成
す
る
地
方
国
は
少
な
か
っ
た
が
、
ナ
コ
ン
ラ
ー
チ
ャ
シ
ー
マ
ー
は
多
く
の
華
僑
を
含
み
、
コ
ラ
ー
ト
高
原
上
の
一
大
交
易
都
市
と
し
て

　
　
　
　
　
⑳

重
き
を
な
し
た
。

　
北
部
タ
イ
の
山
蛭
盆
地
に
対
し
て
も
、
若
干
の
試
み
が
な
さ
れ
、
土
侯
領
域
の
伝
統
的
統
治
形
態
の
枠
組
を
残
存
さ
せ
、
そ
の
機
能
の
合
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

化
を
は
か
る
政
策
が
行
わ
れ
た
。
テ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
一
八
八
四
年
チ
ェ
ン
マ
イ
に
お
い
て
は
首
都
か
ら
派
遣
さ
れ
た
カ
ー
ル
ア
ン
が
弁
務
官

と
し
て
土
侯
政
府
を
補
佐
し
、
租
税
徴
収
な
ど
統
治
全
般
に
わ
た
る
合
理
化
を
は
か
り
、
こ
の
政
策
は
「
土
侯
政
府
と
六
大
臣
」
囚
募
。
ω
霧
ρ
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

U
環
㊤
コ
σ
q
い
9
Φ
ω
Φ
昌
㊤
韻
。
犀
呂
衆
ヨ
昌
器
昌
σ
Q
と
よ
ば
れ
た
。
こ
れ
は
マ
レ
ー
海
峡
植
民
地
に
対
す
る
英
の
図
①
の
鉱
①
コ
江
巴
ω
《
ω
富
営
を
導
入
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
北
部
タ
イ
の
土
侯
領
域
や
ル
ア
ン
プ
ラ
バ
ン
な
ど
に
適
用
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
ダ
ム
ロ
ン
の
内
務
大
臣
就
任
の
時
に
は
、
こ
の
よ
う
な
、
カ
ー
ル
ア
ン
、
カ
ー
ル
ア
ン
・
ヤ
イ
に
よ
る
直
接
統
治
や
北
部
タ
イ
の
土
侯
領
域

に
お
け
る
よ
う
な
間
接
統
治
が
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
。
就
任
時
に
は
す
で
に
ラ
ー
オ
チ
ェ
ン
い
8
0
眠
ρ
口
σ
q
、
　
ラ
ー
オ
プ
ア
ン
い
8
℃
げ
§
鵠
、

ラ
ー
オ
カ
ー
買
い
8
犀
8
、
中
都
ラ
ー
オ
な
ど
の
北
部
タ
イ
、
コ
ラ
ー
ト
高
原
、
　
さ
ら
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
カ
メ
…
ン
囚
び
ρ
ヨ
①
ロ
、
　
マ
レ
ー
半

島
西
岸
部
を
包
括
す
る
プ
ー
ケ
ヅ
ト
勺
げ
巳
野
卑
な
ど
の
カ
ー
ル
ア
ン
・
ヤ
イ
の
所
轄
領
域
が
州
寓
。
導
げ
。
口
と
よ
ば
れ
て
定
着
し
つ
つ
あ
っ

㊧た
。
こ
れ
ら
辺
境
の
地
方
国
や
土
侯
領
域
に
対
す
る
所
轄
領
域
の
設
定
は
、
首
都
に
よ
る
支
配
を
一
定
程
度
強
め
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
キ
ン

ム
ア
ン
制
に
よ
る
統
治
の
弊
害
は
途
絶
え
る
こ
と
な
く
、
地
方
国
主
、
官
吏
の
不
正
は
ダ
ム
ロ
ン
の
一
八
九
二
年
の
視
察
旅
行
に
よ
っ
て
し
ば

　
　
　
　
　
　
㊧
　
　
　
　
　
　
　
㊧

し
ば
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
ス
ミ
ス
も
、
首
都
か
ら
ラ
ム
パ
ン
に
発
送
さ
れ
た
飢
き
ん
救
済
の
た
め
の
大
量
の
米
が
途
中
で
紛
失
し
、
軍
の
糧
秣

が
官
吏
の
私
用
に
供
せ
ら
れ
た
り
、
輸
出
牛
の
高
騰
に
よ
る
官
吏
の
不
正
事
件
な
ど
、
過
渡
期
の
混
乱
を
記
し
て
い
る
。
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カ
ー
ル
ア
ン
、
カ
ー
ル
ア
ン
・
ヤ
イ
の
派
遣
と
そ
の
所
轄
領
域
の
設
定
は
、
英
・
仏
植
民
地
勢
力
の
外
圧
を
直
接
的
契
機
と
し
つ
つ
、
辺
境

の
地
方
国
、
朝
貢
土
侯
領
域
に
お
け
る
キ
ン
ム
ア
ン
綱
を
、
中
央
集
権
的
な
領
域
統
治
へ
と
転
化
す
る
過
渡
期
の
模
索
で
あ
っ
た
。
ダ
ム
ロ
ン

を
中
心
と
す
る
内
務
省
に
よ
る
中
央
集
権
的
な
国
家
領
域
統
治
の
課
題
は
、
こ
れ
ら
の
先
行
す
る
試
み
を
よ
り
発
展
さ
せ
、
体
系
化
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
。

註
①
毛
饗
茎
U
伽
囚
‘
愚
，
ミ
‘
娼
や
。
。
苧
㊤
（
二
一
⑥
に
同
じ
）
。

　
②
§
題
奪
ミ
ぴ
§
「
℃
■
H
9

　
③
き
ミ
噛
署
．
旨
釦

　
④
き
ミ
‘
唱
ふ
O
為
b
。
b
O
冨
団
円
津
翼
。
H
p
巳
賦
讐
巴
自
σ
q
冨
目
り
§
ミ
‘
℃
や

　
　
ぱ
膳
l
G
Q
．

　
⑤
8
£
し
d
慧
屋
騨
愚
■
ミ
‘
や
b
。
。

　
⑥
o
D
ヨ
鷺
戸
聾
ぞ
‘
。
》
ミ
噂
く
g
・
ど
や
ω
N
冨
。
9
洋
ξ
し
二
。
特
ミ
‘
℃
や

　
　
≦
7
〈
圃
諜
「
8
＆
切
舞
津
σ
q
”
o
賢
職
計
℃
や
躍
G
。
あ
．

　
⑦
…
九
〇
〇
年
の
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
の
書
に
収
録
さ
れ
た
冨
昌
。
津
冨
閑
ぎ
。
q
o
。
ヨ

　
o
h
Q
Q
㌶
ヨ
片
山
凶
誘
U
o
勤
口
α
魯
。
一
〇
ω
は
そ
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
⑧
後
に
℃
冨
㊤
葦
鼠
喜
9
諺
舞
戸
暮
窮
饗
仲
課
ぴ
。
象
。
鎚
§
慨
映
§
ミ
§
馬
映
巷
嚇
嵩

　
寒
§
這
ミ
、
一
〇
㎝
①
（
『
地
図
局
の
誕
生
』
）
の
著
岨
面
が
あ
る
。
§
携
騎
㌧
ミ
守
§
評
℃
．
㎝
伊

　
↓
㊦
一
b
⇔
麟
昌
鵠
ρ
σ
q
．
o
特
ミ
‘
や
目
ミ
・

　
⑨
い
わ
ゆ
る
国
乱
巴
○
。
旨
巨
ω
。
。
δ
ロ
霞
で
、
古
く
か
ら
中
央
政
府
に
よ
っ
て
地

　
方
圏
に
派
選
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
特
期
に
は
弁
務
官
と
し
て
の
役
割
を
は
た
す

　
　
よ
う
に
な
っ
た
。

　
⑩
謬
冨
饗
窯
ρ
匿
費
目
ヨ
p
算
ミ
器
財
ぽ
。
象
（
閃
ニ
コ
）
”
憲
§
碧
§
黛
賊
§
こ
§
§
偽

　
さ
ぎ
§
O
ミ
↓
磯
ミ
ミ
均
§
ミ
一
恥
宅
窺
ぎ
§
卜
§
ヤ
尽
ぎ
§
ぎ
斜
淘
ヤ
”
く
。
ド
ω
”

　
　
℃
や
お
。
。
あ
■

　
⑪
鑑
。
日
》
ヨ
。
H
塁
8
α
q
鼠
。
三
戸
。
憶
・
ミ
‘
℃
や
b
。
㊤
甲
。
。

⑫
ミ
野
℃
ゆ
ω
O
甲
ω
．

⑬
き
裁
層
電
．
舘
O
歯
ρ

⑭
窯
。
9
同
〈
鍵
ざ
∪
‘
愚
■
“
鈍
唱
．
揖
b
。
●

⑮
8
・
一
切
毒
審
σ
q
層
信
9
野
電
」
O
目
l
b
。
■

⑯
竃
。
目
》
ヨ
。
鑓
ノ
＜
8
α
q
三
。
艮
戸
。
》
“
噛
“
‘
唱
．
ω
・
。
野

⑰
N
ミ
熱
署
■
ω
銭
I
b
。
辱

⑱
§
罫
電
．
ω
8
山

⑲
§
覇
愚
ミ
守
§
噂
℃
や
に
O
占
．

⑳
自
。
諺
〉
ヨ
。
類
’
く
8
α
q
≠
、
最
愛
層
§
ミ
‘
や
。
。
①
蒔
■

⑳
　
華
僑
八
○
○
人
が
華
僑
地
区
を
形
成
し
て
交
易
に
従
籍
し
て
い
た
。
当
隠
人
口

　
は
五
〇
〇
〇
人
と
い
わ
れ
る
。
累
。
O
胃
夢
ざ
碧
雲
・
ミ
・
”
や
b
。
8
ω
箆
鴇
鐸
蛋
・

　
≦
‘
o
特
ミ
‘
や
b
。
メ
℃
や
込
。
器
一
伊

⑫
　
目
①
一
田
暮
冨
α
q
嚇
。
特
ミ
‘
℃
℃
■
H
O
α
1
8

㊧
ω
ξ
o
簿
瞬
げ
塑
β
凋
こ
鼠
轡
婁
妹
国
白
鯨
ω
ぢ
σ
Q
昌
。
同
ρ
お
㊤
G
。
い
娼
や
。
。
点
ρ

⑳
§
塁
息
ミ
ぴ
§
”
娼
や
刈
？
㎝
．

㊧
U
餌
ヨ
円
8
α
q
国
暮
9
ρ
昌
自
℃
プ
9
℃
曽
ω
8
乙
霧
℃
ぼ
p
9
影
9
0
8
日
5
ρ
ξ
o
暮
ぎ
①

　
麟
6
ヨ
歪
肖
麸
P
」
≦
き
§
日
切
ミ
§
誌
ぎ
ミ
℃
ω
9
日
μ
巴
壱
匡
目
囚
9
0
唄
い
勺
訂
学

　
口
p
犀
げ
。
口
㌧
勺
ダ
o
D
g
b
。
㎝
O
㎝
（
お
①
N
y
℃
や
画
0
1
。
。
（
ダ
ム
ロ
ン
、
　
『
旧
記
録
駈
）
。

⑳
o
。
導
旨
貫
鍔
脅
こ
§
ミ
‘
℃
や
ト
、
。
。
み
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六
　
テ
ー
サ
ー
ビ
バ
ー
ン
体
制
の
創
出

タイにおける国家領域の成立過程（田辺）

　
テ
ー
サ
ー
ビ
バ
ー
ン
体
制
と
は
、
一
八
九
三
年
以
後
展
開
し
た
内
務
省
に
よ
る
領
域
統
治
の
改
革
と
国
家
領
域
の
体
系
的
再
編
で
あ
り
、
中

央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
州
知
事
閑
げ
巴
舜
旨
σ
q
↓
げ
Φ
ω
9
℃
ぼ
げ
器
に
よ
る
集
権
的
な
領
域
統
治
の
成
立
で
あ
っ
た
。
キ
ン
ム
ア
ン
愛
鷹
に
あ
っ
た
地

方
国
の
行
政
、
財
政
、
司
法
の
直
接
支
配
を
め
ざ
す
テ
ー
サ
ー
ピ
パ
！
ン
体
制
の
確
立
は
、
旧
制
度
下
の
プ
ラ
イ
の
揺
役
義
務
、
奴
隷
制
の
廃

止
な
ど
の
社
会
改
革
の
進
展
と
と
も
に
、
チ
ャ
ク
リ
改
革
の
主
要
な
一
翼
を
形
成
し
た
。

　
テ
ー
サ
ー
ビ
バ
ー
ン
と
は
α
縁
甲
ぎ
黙
や
巴
ρ
で
、
梵
・
頭
語
か
ら
の
借
用
語
彙
か
ら
合
成
し
た
語
で
あ
り
、
統
治
さ
れ
る
特
定
の
地
域
・

領
域
を
意
味
し
て
い
る
。
　
五
壇
王
、
ダ
ム
ロ
ン
ら
は
以
前
に
設
定
さ
れ
た
カ
ー
ル
ア
ン
の
所
轄
領
域
の
構
成
に
な
ら
っ
て
、
内
側
の
地
方
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

国
璽
日
郎
鎧
α
q
O
重
き
鉱
の
五
、
六
ケ
国
を
適
宜
に
統
合
し
て
寓
○
注
げ
○
切
に
編
成
す
べ
き
と
考
え
た
。
州
編
成
に
関
し
て
は
、
各
地
方
丘
の

地
理
的
条
件
の
検
討
が
加
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
地
図
局
や
ル
ア
ン
・
テ
ー
サ
ー
チ
ッ
ト
ウ
ィ
チ
ャ
ン
ら
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
地

理
学
的
知
識
が
そ
の
背
景
と
な
っ
て
い
た
。
ダ
ム
ロ
ン
は
州
の
編
成
配
列
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
　
「
水
路
・
河
川
筋
が
交
通
路
で
あ
り
、
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
領
域
の
基
盤
」
で
あ
る
と
認
識
し
、
各
地
方
国
を
そ
れ
に
従
っ
て
分
割
し
た
。
そ
し
て
歯
並
二
四
三
六
年
（
一
八
九
三
／
四
A
D
）
ま
で
に
、
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

コ
ン
ラ
…
チ
ャ
シ
ー
マ
ー
を
含
め
て
五
州
を
、
河
川
交
通
路
と
い
う
地
理
的
条
件
に
従
っ
た
原
理
に
よ
っ
て
設
定
し
た
。

　
ま
ず
デ
ル
タ
上
流
部
の
チ
ャ
イ
ナ
ー
ト
以
南
は
ア
ユ
タ
ヤ
を
州
都
と
し
て
七
地
方
国
を
ク
ル
ン
カ
オ
州
鼠
・
国
目
量
σ
q
囚
斜
○
と
し
た
。
パ
ン

パ
コ
ン
水
系
に
沿
っ
て
、
プ
ラ
チ
ー
ン
ブ
リ
を
州
都
と
し
て
四
地
方
国
を
プ
ラ
チ
ー
ン
州
窓
・
男
鎚
。
げ
冒
と
し
た
。
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
ー
水
系
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ピ
ン
川
に
沿
う
地
域
は
、
山
間
盆
地
か
ら
の
チ
ー
ク
材
の
集
散
地
で
あ
る
合
流
点
パ
ク
ナ
ー
ム
ポ
ー
を
外
港
と
す
る
ナ
コ
ン
サ
ワ
ン
を
州
都
と

し
て
八
地
方
国
を
ナ
コ
ン
サ
ワ
ン
州
冨
・
客
ρ
転
げ
。
⇔
ω
孚
≦
ρ
口
と
し
た
。
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
ー
水
系
の
支
谷
ナ
ン
、
ヨ
ム
川
流
域
の
北
部
盆
地
は
、

ピ
ッ
サ
ヌ
ロ
ー
ク
を
州
都
に
五
地
方
国
を
統
轄
し
、
ピ
ッ
サ
ヌ
R
…
ク
州
鼠
●
勺
旺
謎
帥
糞
巨
ハ
が
設
定
さ
れ
た
。
ま
た
先
に
カ
ー
ル
ア
ン
の
派

遣
さ
れ
た
ナ
コ
ン
ラ
ー
チ
ャ
シ
ー
マ
ー
も
四
地
方
国
を
統
轄
し
、
ナ
コ
ン
ラ
…
チ
ャ
シ
ー
マ
ー
州
際
・
類
騨
吋
げ
。
昌
図
暮
。
台
臨
巳
ρ
に
改
変
さ
れ
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●

　
図
5
・
表
4
は
ダ
ム
ロ
ン
、
ラ
ー
チ
ャ
セ
ナ
ー
、
チ
ャ
ク
リ
ッ
ト
○
冨
犀
ξ
謬
冥
。
話
巳
怠
℃
げ
ρ
α
琶
σ
q
剛
象
、
　
テ
ッ
ト
ら
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

テ
ー
サ
ー
ビ
バ
ー
ン
体
制
下
の
州
の
設
置
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
に
よ
り
若
干
の
設
置
年
次
の
相
異
が
あ
る
が
、
先
行
す
る
ヵ
ー

ル
ア
ン
の
所
轄
領
域
を
踏
襲
・
改
変
し
、
さ
ら
に
新
ら
た
に
州
が
設
置
さ
れ
、
一
九
一
五
年
を
も
っ
て
一
応
完
了
し
た
。
こ
の
間
に
設
置
さ
れ

た
州
は
、
山
間
盆
地
の
土
侯
領
域
、
マ
レ
ー
半
島
ス
ル
タ
ン
土
侯
領
域
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
辺
境
地
方
国
な
ど
を
含
め
、
国
家
領
域
の
全
域
に
わ

た
り
、
後
に
分
割
さ
れ
た
も
の
も
含
め
二
一
州
を
数
え
る
。

　
設
置
年
次
は
、
デ
ル
タ
を
中
心
と
し
た
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
…
水
系
と
そ
の
縁
辺
地
域
、
マ
レ
ー
半
島
部
な
ど
で
は
比
較
的
早
く
、
し
だ
い
に
コ

ラ
ー
ト
高
原
や
土
侯
領
域
に
お
よ
ん
で
い
る
。
コ
ラ
ー
ト
高
原
で
は
北
部
ラ
ー
オ
諸
国
の
カ
ー
ル
ア
ン
の
所
轄
領
域
が
ウ
ド
ン
州
冨
・
d
ロ
。
ロ

に
改
変
さ
れ
、
イ
サ
ー
ン
州
鼠
．
H
ω
窪
と
さ
れ
た
地
域
は
東
北
部
ラ
二
親
と
東
部
ラ
ー
オ
諸
国
を
含
ん
で
い
た
。
北
部
タ
イ
の
ラ
ー
オ
チ
ェ

ン
は
パ
ー
ヤ
ッ
プ
州
冨
●
℃
冨
饗
℃
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
盆
地
西
部
は
ブ
ー
ラ
バ
州
冨
・
切
自
ρ
℃
げ
ρ
と
さ
れ
た
。
ス
ル
タ
ン
土
侯

領
域
に
関
し
て
は
ゲ
ダ
ー
の
サ
イ
ブ
リ
州
、
さ
ら
に
パ
タ
ニ
書
算
冨
冒
唱
繋
＄
鼠
が
設
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
州
の
設
置
さ
れ
た
辺
境
地
域
の
う

ち
、
ル
ア
ン
プ
ラ
バ
ン
領
、
チ
ャ
ム
パ
ー
サ
ッ
ク
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
サ
イ
ブ
リ
な
ど
は
、
今
世
紀
初
頭
に
お
け
る
英
・
仏
治
外
法
権
の
徹
廃
と
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Ubon

Nakhon　Ratchasima

Pratabong　（Battambang）

Chanthaburi

Chumphon

Nakhon　Sithammarat

Phulcet

Pattani

Saiburi　（Kedah）
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表4．テーサー一一ビバーソ体制下の州の設概状況．

Monthon（il’IS）

Phitsanulok

Prachinburi

Krung　Kao

Nakhon　Ratchasipaa

Nalchon　SaN“an

Ratburi

Nal〈hon　Chaisi

設醗年次

1892／3A

1894／5BC

1892／3A・ C1

1894／5B’C

1893f4A

．1895／6BC．

1893／4AD

1894／5BC

；893／4A

1895／6BC

1894／5B

1895／6C

1895／6BC

M並ang（県）

Phitsantilg．k　，

Phichit

Phichqi　．

Sukhothai　’・

SawankhaloJL’

Prachinburi・・

Coachoeijgsao

Nalchoni’ mayolt

Phanom’・Sarakhapa

A舛th・y．aABG．．己

Ahgtho戯9ム8G．．．

LopburiAbo．

Phrombu’r’iABC

SaraburiAAC’　．

SingburiAB

InthaburitSB／，

Ph・・p1雌h・瞬B

Nalchon・RafchasimaABCP

．BuriramABcD

Ch察卵P無・mftBCD
NangfongA　．

Nal｛hon　Sawan

Chainat

Kamphaeng　Phet
Manorom
Phayuhakhiri

Sanburi

Tak
Uthaithani

Ratburi

Samut　Songhrani／

1〈ancP．．ap4bPli

Phetburi

Ptanb　uri’　．　．

Nakhon　Chqisi”

Samut．Sakhoh　．i

Suphanburi

傭 考

　
り区258ア

お．
覇

9
．
1　

の
ヨ
ド夢5

　
O
区小06如

．4． ｧ，16郡1．86区・

．390，」｝区。

5（718）県・25郡・479区

4，447づ、区。

3（4）県，　7郡、　378，J、区，

耳aHgrohg　lま19G1／2年

Burlramへ併合A。

，81　va，郷，506区

1i1845枢．

5県，　20郡，　506区，

1，845小区。

3県，11郡1．．．254区，

2，571小区。

66・　（772＞
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Nalchon　Sithammarat

Chumphon

Burapha

Saiburi

Phetchabun

Phayap

Udon

67　・（773）’

工895／6BG

1896／7BC

1896／7BC

1896／7c

1903f4B

1897／8BC

1899／19GOBC

1900／1C

1902／3B

1899D

1900ノエBC

Phul〈et

Krabur三

Trang

Talcua　Pa

？hang－nga

Ranong

Nalcho’n　Sithamrnarat

Songkhla　・

Phatthalung

Chumphon

I〈anchanadit

Langsuani’　’．／

ChaiyaB

Phratabong　（Battambang）

Siamarat　（Siem　Reap）

Sisophon

Phanomsok

Saiburi　（1〈edah）

Palit　（Per王is＞．．

Satun

Phetchabun

Lomsalc

LeiC

Nalchon　Chiang　Mai

Nalchon　’Lamphun

Nalchon　Lampang

Nalchon　Nan

Phrae　

Thoen

UclonthaniD

I〈honkaenb

LoeiD

Nakhen　PhanomD
Sal〈on　Nalc．honD

NonglchaiD

Mal｛khaengBO

ThatuphanomBC

Nam　HuangBC
PhachiBC

6県

1894／5年当時，Phuket州

はKalahom所轄B

3県，　17郡，　232区，

2，669小区

3（4）県，15郡，152区，

L515小義

当初Surat州とよばれた。B

4県，13郡，80区，

800小区

カソポジァ，1907年に仏に

割譲。

朝貢土侯領域，Saiburi，

Palit　tま1gogrPt・こ英昏こ害睦譲。

2（3）県

6県
1910／1年Mae　Hong　Son，

Chiang　Rai県が加わる。B

1904年，メーコソ西岸の

Luang　Phrabangの版図
を仏に割譲。

6県
史料B，Cによる記載は，

Boriwen（地区）別で，史料

Bには主邑，水系鋼の5

Boriwenがあげられてい
る。



Isan

Chanthaburi

Pattani

Ubon

Roi－et

Maharat

Krungthep

190G／1BC

1910D

1906／7BC

1906P．

1906／7BC

1906D

1912／3BC

1912D

1912／3BC

1912D

1915／6BC

1915D

Sakon　1　akhonBC

UbonratchathaniC

SisaketC

SurinC

Nakhon　ChainpasalcC

RoレetC

MahasarakhamC

I〈alasinC．

UbonratehathaniB

ChanipasakB

Khul〈hanB

SurinB

Roi－etB・．

Chanthaburi

Rayong
Trat

PattaniB¢P

YalaBCD

Ra－ngaeBCD．．

SaiburiBCD

NongchilcBD

YaringBD

RamanBD

UbonratchathaniBCD

I〈hukhanBCD
SurinBCD

SisakhetD．．

Roi－et

Ilanasaralchani

I〈alasin

Lampang／・

Nan
Phrae

7県

史料Bによる記載は，Bo－

rlwen．

Boriwen　Champasak　ei

1904年，仏に害1譲。

3県

1893年から1904年まで

Chanthaburiには仏軍が
進駐。

4（7）県

朝貢土侯領域，

当初，　Nalchon　Sitham－

marat州のSonglchla県

下のBoriwenであった。

3（4）県．

Isan州を分割。

3県
Isan州を分割。

3県

Phayay州を分謝。

Mahatthai’ 滑高ﾅなく，．

Kasuang　Nakhonbanの下
におかれ　　　Phranakhon，

Thonburi，　Pathumthani，

Nakhon　KhUankhan，
Samut　Prakan，　Nontha－

buriなどが含まれる。B

’68　（774）
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MUang（県）の名・数が史料により異なる場合以外は，　M最ang名に出典を示さない。

　A：『テーサービバーン』，1952のダムロン親王執筆部分。

　B：『テーサービバーン』，1952のブラヤー・ラーーチャセーナー執筆部分。

　C：チャタリッb・ノラニティパドゥソカーソ，rダムロソ親…Eと内務雀』，1963
　D　：　Tej　Bunnag，　Tlie　Provincial　Administration　of　Siam　from　1892　to　1915，　（Ph．　D．

　　　Dissertation　Oxford　Univ．），　1968．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

交
換
に
割
譲
さ
れ
、
明
確
な
国
境
線
が
画
定
さ
れ
た
。

　
各
州
は
ダ
ム
ロ
ン
の
方
針
ど
う
り
、
最
小
で
三
、
最
大
で
八
の
、
ほ
ぼ
五
、
六
の
地
方
国
の
領
域
を
統
轄
し
、
い
わ
ば
中

央
政
府
の
集
権
的
領
域
統
治
の
た
め
の
均
等
な
規
模
の
上
位
レ
ベ
ル
の
領
域
が
画
定
さ
れ
て
い
っ
た
。
面
積
に
お
い
て
異
常

に
大
き
か
っ
た
パ
ー
ヤ
ッ
プ
と
イ
サ
ー
ン
両
州
は
人
口
規
模
に
お
い
て
も
一
〇
〇
万
を
越
え
、
州
行
政
の
効
率
化
を
は
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

た
め
一
九
一
〇
年
代
に
入
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
二
分
割
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
地
域
に
関
す
る
セ
ン
サ
ス
は
「
ラ
タ
ナ
コ
ー
シ
暦
一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

九
年
国
勢
お
よ
び
教
育
調
査
」
鴫
。
け
ω
毒
日
柄
p
9
臼
含
ρ
開
ρ
臣
綜
9
5
σ
q
夢
首
ピ
ρ
①
国
ρ
昌
ω
肇
富
塑
ω
o
匿
旨
㊤
に
よ
っ
て
よ

う
や
く
明
ら
か
に
さ
れ
は
じ
め
た
と
い
う
事
情
が
そ
こ
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
州
の
領
域
規
模
は
明
ら
か
に
元
の
主
要
な
地
方
国
の
数
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
地
方
国
の
生
活
空
間
の
枠

組
は
州
領
域
の
内
部
に
依
然
と
し
て
残
存
し
て
い
た
。
キ
ン
ム
ア
ン
制
下
の
世
襲
の
園
主
は
廃
止
さ
れ
、
俸
給
を
与
え
て
州

知
事
直
属
の
官
吏
と
さ
れ
県
知
事
℃
冨
≦
霞
舞
。
げ
鋳
ρ
5
竃
ぴ
舅
σ
登
と
よ
ば
れ
た
。
一
八
九
六
年
に
開
催
さ
れ
た
最
初
の
州
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

事
会
議
℃
蚕
。
μ
錫
日
同
げ
①
ω
9
℃
下
げ
ρ
旨
に
…
閃
す
る
ダ
ム
ロ
ン
の
［
テ
ー
サ
ー
ビ
バ
ー
ン
報
告
書
偏
蜀
㊤
お
舘
μ
同
財
Φ
舞
℃
財
窃
ρ
路

に
よ
れ
ば
、
旧
来
の
首
都
と
地
方
国
間
の
命
令
書
、
上
申
書
の
や
り
と
り
の
血
書
的
浪
費
が
州
知
事
を
媒
介
す
る
こ
と
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

っ
て
よ
り
能
率
的
に
行
わ
れ
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
内
務
省
に
よ
る
集
権
的
統
治
と
は
、
い
わ
ば
州
を
媒
介
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
元
の
地
方
国
の
領
域
を
よ
り
鷹
接
的
に
支
配
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
同
報
告
書
で
は
さ
ら
に
州
統
治
に
関
す
る
機
能
分
化
が
行
わ
れ
、
元
の
地
方
国
が
個
別
的
に
行
っ
て
い
た
行
政
、
司
法
、

財
政
を
州
の
下
に
統
合
す
る
試
み
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
す
な
わ
ち
カ
ー
ル
ア
ン
・
マ
ハ
ー
タ
イ
図
醐
巴
虞
書
σ
q

冨
騨
げ
9
詳
げ
巴
、
カ
ー
ル
ア
ン
・
ユ
ッ
テ
ィ
タ
ム
国
げ
巴
環
ρ
¢
α
q
網
煽
け
ぼ
け
げ
ρ
露
、
カ
ー
ル
ア
ン
・
ク
ラ
ソ
閑
げ
巴
β
聾
ロ
α
q
漕
げ
冨
O
σ
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

な
ど
が
州
知
事
の
下
に
置
か
れ
た
。
し
か
し
こ
の
特
期
の
州
統
治
の
内
容
は
、
い
ま
だ
旧
来
の
キ
ン
ム
ア
ン
欄
を
克
服
す
べ

く
、
模
索
の
段
階
に
あ
り
、
根
深
か
く
残
存
す
る
地
方
国
の
勢
力
と
の
対
決
は
必
至
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
テ
ッ
ト
に
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⑫

よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
に
は
き
わ
め
て
多
く
の
陸
軍
軍
人
や
警
察
関
係
者
が
州
知
事
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
さ
ら
に
各
州
独
自
の
州
警

察
の
設
立
や
通
行
手
形
の
発
行
な
ど
治
安
対
策
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
旧
地
豊
国
勢
力
の
解
体
を
め
ざ
す
攻
撃
は
は
げ
し

く
、
ダ
ム
ロ
ン
は
、
最
も
強
く
残
存
す
る
デ
ル
タ
上
流
都
の
地
方
国
や
カ
ム
ペ
ン
ペ
ッ
ト
な
ど
に
対
し
て
官
の
罷
免
、
監
禁
を
含
む
圧
政
的
威

　
　
　
　
　
　
⑬

嚇
を
加
え
て
い
る
。

　
州
内
部
の
領
域
編
成
に
関
し
て
は
、
旧
来
の
主
要
な
地
方
区
の
枠
組
を
残
し
、
郡
諺
臼
無
げ
。
①
、
区
8
，
営
げ
o
p
、
さ
与
に
最
下
位
の
行
政
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

と
し
て
の
魚
区
し
d
㊤
部
竃
暑
き
が
設
け
ら
れ
た
。
ダ
ム
ロ
ン
は
旧
制
度
に
お
け
る
プ
ラ
イ
の
徳
役
徴
発
組
織
で
あ
る
ク
ロ
ム
国
同
。
已
や
ム
ー

鼠
戴
と
、
元
の
地
方
国
内
の
行
政
領
域
で
あ
っ
た
ク
ェ
…
ン
閑
げ
毛
器
品
、
ア
ム
パ
…
＞
8
℃
げ
。
①
（
郡
）
、
タ
ム
ボ
ン
6
ρ
諺
σ
o
只
旧
区
）
、
バ
ー

ン
切
9
⇒
（
旧
村
）
と
の
二
重
性
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
宮
務
へ
の
蒔
絵
徴
発
が
ア
ム
パ
ー
な
ど
の
行
政
領
域
を
無
視
し
て
行
わ
れ
る
た
め
に
、

各
行
政
領
域
や
プ
ラ
イ
の
徳
論
、
課
役
代
徴
収
を
め
ぐ
る
混
乱
が
発
生
し
た
の
だ
と
認
識
し
、
こ
の
関
係
の
逆
転
、
す
な
わ
ち
画
定
さ
れ
た
各

レ
ベ
ル
の
行
政
領
域
に
お
け
る
人
民
の
統
治
の
必
要
を
主
張
し
た
。
こ
こ
に
テ
ー
サ
ー
ビ
バ
ー
ン
体
制
に
お
け
る
郡
・
区
・
小
区
な
ど
の
行
政

領
域
の
構
想
が
生
れ
る
。

　
ダ
ム
ロ
ン
の
構
想
は
、
ま
ず
近
接
す
る
一
〇
戸
を
も
っ
て
小
区
と
し
、
中
心
と
な
る
小
区
か
ら
最
遠
の
小
窯
ま
で
が
三
時
間
行
程
の
範
囲
に

区
を
設
け
、
郡
の
領
域
は
一
万
人
の
人
口
か
、
も
し
く
は
郡
役
駈
か
ら
半
径
一
二
瞼
間
行
程
の
範
囲
と
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
郡
の
設

置
は
各
州
ご
と
に
独
自
に
進
行
し
、
元
の
小
規
模
な
地
方
国
は
累
内
部
の
郡
と
し
て
再
編
成
さ
れ
、
プ
ラ
テ
ン
ブ
リ
、
ク
ル
ン
カ
オ
な
ど
首
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

近
郊
の
州
に
お
い
て
比
較
的
早
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
表
4
に
み
る
ご
と
く
県
の
領
域
内
に
ほ
ぼ
三
～
四
の
郡
が
包
ま
れ
、
各
郡
に
は
平
均
一

七
区
、
各
区
に
は
平
均
七
小
区
が
包
ま
れ
て
い
た
。

　
テ
ー
サ
ー
ビ
バ
ー
ン
体
制
は
、
こ
の
構
想
の
よ
り
整
備
さ
れ
た
形
態
と
し
て
の
｛
八
九
七
年
の
「
ラ
タ
ナ
コ
ー
シ
ン
暦
一
一
六
年
地
方
行
政

⑯法
」
℃
霞
轟
舞
。
げ
9
び
㊤
口
）
、
暮
U
ρ
汀
早
舞
℃
o
閥
ド
訂
。
鵠
σ
q
8
げ
。
暮
三
閑
置
き
鋳
◎
ω
8
ω
o
犀
H
H
①
・
を
も
っ
て
一
応
の
完
成
を
み
る
。
同
法
に
よ
る
州

内
に
お
け
る
各
領
域
の
統
治
形
態
の
定
式
化
は
、
そ
れ
以
前
の
逆
数
年
間
に
お
よ
ぶ
準
備
実
験
の
過
程
の
総
括
と
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
英
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タイにおける国家領域の成立過程（田辺）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

国
、
オ
ラ
ン
ダ
の
植
民
地
統
治
の
方
法
の
導
入
が
墓
礎
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
同
法
に
お
け
る
各
領
域
の
設
定
に
関
し
て
み
れ
ば
ほ
ぼ

次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
先
ず
、
郡
の
領
域
設
定
に
関
し
て
は
州
知
事
が
決
定
し
、
人
口
稠
密
地
域
で
地
形
が
低
平
な
場
合
は
約
一
万
人
の
人
口
規
模
で
、
人
目
稀
薄

地
域
で
は
地
形
が
森
林
山
地
で
人
家
が
散
在
す
る
場
合
は
、
徒
歩
で
一
巡
し
て
一
二
時
聞
以
内
の
範
囲
を
そ
の
領
域
と
し
た
。
ま
た
人
家
の
な

い
地
域
は
近
接
す
る
郡
の
属
地
と
す
る
と
決
め
ら
れ
た
。
小
区
は
最
小
の
領
域
単
元
で
あ
り
、
一
〇
戸
ま
た
は
男
女
住
民
一
〇
〇
人
を
も
っ
て

構
成
し
、
約
一
〇
の
小
区
の
集
合
を
区
と
定
め
、
県
知
事
に
よ
っ
て
そ
の
領
域
は
決
定
さ
れ
た
。
特
に
区
長
図
9
三
塁
昌
は
区
内
の
状
況
を
県

知
事
、
郡
係
官
皇
嗣
○
ヨ
鋳
費
⇒
》
ヨ
覧
6
①
に
報
告
し
、
租
税
徴
収
な
ど
の
義
務
を
遂
行
し
、
管
轄
の
区
内
の
小
区
長
℃
び
尾
量
切
窪
を
月
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

回
集
め
て
小
区
の
事
情
を
協
議
す
る
と
決
劫
ら
れ
た
。

　
郡
長
客
9
跨
旨
や
げ
。
①
、
郡
係
官
な
ど
は
、
郡
行
政
を
行
な
う
官
吏
で
あ
り
、
特
に
郡
内
の
治
安
維
持
、
巡
察
な
ど
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
租

税
徴
収
の
責
任
者
で
あ
り
、
郡
内
の
各
種
の
登
録
簿
を
作
成
保
管
す
る
こ
と
な
ど
が
規
定
さ
れ
た
。

　
旧
欄
度
の
プ
ラ
イ
の
適
役
徴
発
組
織
の
解
体
と
と
も
に
、
こ
こ
に
お
い
て
人
民
の
集
権
的
統
治
の
た
め
の
明
確
な
境
界
を
も
つ
領
域
と
し
て

各
行
政
領
域
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
が
誕
生
し
た
。
そ
し
て
こ
の
法
は
、
　
一
八
九
九
年
の
「
県
行
政
法
規
」
国
財
鈴
切
雪
σ
登
囲
臼
ρ
℃
℃
o
げ
報
道
◎
コ
σ
q
国
亭

p
ヨ
露
華
σ
Q
と
と
も
に
、
旧
制
度
に
お
け
る
世
襲
の
地
方
国
主
、
官
吏
の
人
身
支
配
を
廃
絶
し
、
俸
給
を
給
与
さ
れ
る
各
領
域
の
官
吏
を
生
み
出

し
た
。
キ
ン
ム
ア
ン
と
よ
ば
れ
た
旧
制
度
の
地
方
国
の
統
治
・
経
営
は
解
体
さ
れ
、
こ
こ
に
内
務
省
に
よ
る
中
央
集
権
的
な
国
家
領
域
の
統
治

の
基
盤
が
築
か
れ
た
の
で
あ
る
。

註
①
§
覇
§
ミ
⇔
§
．
や
葵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤
§
騎
愚
ミ
ぴ
§
噛
響
．
。
。
O
歩
一
b
。
ゆ
ム
。
。
層
9
餌
穿
簿
2
。
噌
曽
三
二
冨
巴
鼠
σ
q
冨
ρ

　
②
§
乱
二
℃
や
刈
㌣
。
。
O
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愚
．
ミ
．
尋
毛
．
綬
㊤
ふ
ω
’

　
③
ミ
翫
‘
℃
や
。
。
宇
伊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑥
↓
。
軸
b
d
量
奉
σ
Q
．
§
ミ
ニ
竈
．
“
O
。
。
山
9

　
④
O
鴛
3
5
ρ
。
》
ミ
■
噛
℃
や
戸
曵
下
。
。
パ
ク
ナ
ム
ポ
ー
に
は
関
税
購
務
所
が
置
か
　

⑦
9
磨
き
斜
≦
‘
。
特
・
ミ
・
辱
℃
マ
。
。
窃
甲
伊

　
　
れ
、
森
林
局
が
上
流
か
ら
筏
で
織
出
さ
れ
た
チ
…
ク
材
を
計
測
し
課
税
し
た
。
　
　
⑧
§
馬
捻
慧
＆
§
・
℃
や
置
ω
ム
｝
斜
？
①
．
、
く
9
汐
ヨ
ヨ
彗
鼻
ご
塁
囚
費
コ
ご
霧
σ
q
－
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窪
眠
い
器
瞬
窪
ω
巳
窃
騨
ω
9
ハ
お
の
”
、
り
§
鴨
鶏
特
ミ
ぴ
§
3
い
¢
ヨ
一
。
。
讐
男
ω
」
撃

　
（
量
り
這
）
、
℃
や
㌶
O
…
ω
ミ
　
（
「
ラ
タ
ナ
コ
ー
シ
ン
暦
一
二
九
年
濁
紬
刮
お
よ
び
教
育
調

　
査
」
、
『
内
務
省
報
髄
、
巻
一
三
）
、
同
調
査
で
は
パ
ー
ヤ
ッ
プ
州
一
、
二
＝
ハ
、
八

　
｝
七
人
、
イ
サ
ー
ソ
州
一
、
四
一
四
、
〇
七
三
人
と
さ
れ
、
他
の
一
五
州
を
含
め

　
て
一
、
○
○
○
、
○
○
○
人
を
こ
え
る
の
は
こ
の
二
州
の
み
で
あ
っ
た
。
部
分
的

　
セ
ン
サ
ス
は
一
九
〇
三
年
、
一
九
〇
七
年
に
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
『
内
務
省
報
』

　
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
、
、
口
9
コ
σ
q
日
p
舞
ヨ
p
p
o
竃
旨
毒
気
§
二
郎
磐
σ
q
．
、
・
§
題
騎
－

　
慧
尊
§
旨
冨
旨
ド
男
．
ω
」
誤
（
お
8
y
署
．
。
。
㎝
占
8
、
．
．
殉
口
話
α
q
ω
9
ヨ
諺
暮

　
月
訂
ヨ
げ
留
。
三
Q
o
餌
ヨ
婁
。
ド
訂
ロ
騨
、
．
噛
§
馬
器
慧
＆
§
3
い
㊦
彰
メ
多
ψ
お
G
。

　
（
目
O
O
⑩
）
噂
℃
℃
．
。
。
。
。
ふ
P

⑨
、
．
図
口
蓋
睾
8
客
。
。
巷
馨
σ
霧
、
、
剛
肉
ミ
。
ぎ
ミ
§
§
さ
罫
動
3
い
。
義
血
即
。
。
■

　
に
刈
（
謀
り
◎
◎
y
℃
や
α
O
c
◎
占
H
（
『
タ
イ
王
圏
官
報
臨
巻
一
五
所
収
）

⑩
N
驚
3
や
8
ρ

⑪
ミ
3
や
O
O
P

⑫
陸
軍
か
ら
は
ブ
ー
ラ
バ
、
ナ
コ
ソ
ラ
ー
チ
ャ
シ
…
マ
ー
、
ナ
コ
ン
サ
ワ
ン
、
ア

　
ユ
タ
ヤ
、
プ
ラ
テ
ン
ブ
リ
の
各
州
に
派
益
さ
れ
、
ナ
コ
ン
チ
ャ
イ
シ
i
州
へ
は
警

　
察
関
係
者
が
派
遣
さ
れ
た
。
文
宮
の
派
遣
さ
れ
た
州
は
、
チ
ュ
ム
ポ
ン
、
サ
イ
ブ

　
リ
、
　
ナ
コ
ン
シ
ー
タ
ム
マ
ラ
ー
ト
、
　
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
ー
ソ
、
　
ピ
ッ
サ
ヌ
ロ
ー
ク
、

　
プ
…
ケ
ッ
ト
、
　
ラ
ー
ブ
リ
、
　
ウ
ド
ン
で
あ
る
。
　
月
ε
じ
d
蛋
昌
昌
㊤
σ
q
●
o
特
9
野
℃
や

　
一
2
1
b
二
凸

⑬
　
き
ミ
．
℃
℃
L
鵯
あ
．

⑭
♂
ミ
こ
や
寄
？
①
．

⑮
ミ
3
℃
」
刈
。
。
・

⑮
　
、
．
℃
訂
留
葺
。
｝
蚤
σ
き
鴇
酔
U
鉾
切
器
ρ
℃
o
ξ
凶
訂
。
量
目
雪
暮
げ
一
国
舞
碧
葵
？

　
。
。
ぎ
ω
昇
二
①
．
、
噛
笥
ミ
鳥
ぎ
ミ
§
§
さ
審
賄
誘
い
①
旨
峯
図
．
o
。
レ
δ
（
戸
。
。
O
刈
）
喩
竈
’

　
一
〇
α
1
鴛
（
『
タ
イ
王
国
官
報
駈
、
巻
一
照
所
収
）
同
法
の
主
要
部
分
に
関
し
て
は
石

　
井
の
訳
文
が
あ
る
。
石
井
前
掲
論
文
（
ニ
ー
⑦
）
、
七
　
一
九
一
ペ
ー
ジ
。

⑰
。
。
ま
p
≦
旨
：
愚
．
ミ
‘
や
蚕
月
ε
ヒ
d
彰
冨
拶
σ
q
”
§
ミ
‘
や
お
り
■
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七
　
む
す
び
に
か
え
て

　
一
九
事
情
後
半
の
英
・
仏
植
民
地
勢
力
の
外
圧
は
、
五
世
王
を
中
心
と
す
る
タ
イ
中
央
政
府
に
と
っ
て
国
家
領
域
の
統
合
・
保
全
を
お
び
や

か
す
危
機
と
し
て
認
識
さ
れ
、
避
遠
の
地
方
国
や
朝
貢
土
侯
領
域
に
ま
で
肥
大
し
て
い
た
旧
翻
度
下
の
国
家
領
域
は
、
明
確
な
国
境
線
を
も
つ

領
域
国
家
の
そ
れ
と
し
て
統
合
さ
れ
る
こ
と
を
し
い
ら
れ
た
。
外
圧
に
対
応
す
る
領
域
統
治
の
改
革
は
ダ
ム
ロ
ン
を
長
と
す
る
内
務
省
に
よ
っ

て
遂
行
さ
れ
、
旧
来
の
地
方
国
を
州
と
し
て
統
合
す
る
こ
と
か
ら
開
始
さ
れ
、
地
方
の
各
行
政
領
域
の
設
定
に
よ
っ
て
中
央
集
権
的
統
治
、
す

な
わ
ち
テ
ー
サ
ー
ビ
バ
ー
ン
体
制
を
確
立
し
て
い
っ
た
。
旧
制
度
下
の
キ
ン
ム
ア
ン
を
否
定
す
る
テ
ー
サ
ー
ビ
バ
ー
ン
体
制
は
、
領
域
統
治
に

お
け
る
集
権
的
な
専
制
支
配
を
よ
り
機
能
的
・
合
理
的
に
貫
徹
す
る
手
段
で
あ
っ
た
。

　
旧
制
度
に
お
け
る
完
結
し
た
生
活
空
閲
で
あ
っ
た
地
方
国
の
枠
組
は
州
政
下
に
残
存
し
た
が
、
国
主
は
内
務
省
の
官
吏
と
し
て
県
知
事
と
さ



れ
、
さ
ら
に
そ
の
政
治
権
力
は
大
巾
に
削
減
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
内
務
省
を
頂
点
と
す
る
領
域
統
治
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
は
新
ら
た
な
専
翻

支
配
の
権
力
装
置
で
あ
る
官
僚
制
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
。
法
制
度
上
に
お
け
る
改
革
に
よ
っ
て
揺
役
捌
度
を
軸
と
す
る
旧
綱
度
の
身
分
綱
社

会
は
解
体
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
そ
の
支
配
隷
属
関
係
は
官
僚
制
に
お
き
か
え
ら
れ
、
そ
の
中
に
残
存
し
て
い
る
。
首
都
と
地
方
の
関
係
も
、
テ

ー
サ
…
ビ
バ
ー
ン
体
制
の
進
展
と
と
も
に
集
権
的
な
支
配
隷
属
関
係
と
し
て
の
性
格
を
強
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
テ
ー
サ
ー
ビ
バ
ー
ン
体
制
下
の
州
の
領
域
は
、
た
し
か
に
河
珊
交
通
路
を
軸
と
す
る
地
方
国
の
上
位
レ
ベ
ル
の
ま
と
ま
り
で
あ
り
、
ま
た
先

行
す
る
歴
史
的
領
域
の
踏
襲
で
あ
っ
た
り
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
内
務
省
に
よ
る
地
方
国
勢
力
の
解
体
と
人
罠
の
直
接
支
配
の
た
め
の
媒
介

的
役
割
を
は
た
し
た
に
す
ぎ
ず
、
州
や
地
方
国
レ
ベ
ル
忙
お
け
る
地
域
の
自
生
的
な
独
自
の
発
展
は
き
わ
の
て
貧
弱
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
九
世

紀
後
半
に
始
ま
る
国
民
経
済
の
発
展
が
植
民
地
的
性
格
を
濃
厚
に
残
し
、
社
会
的
分
業
の
進
展
を
一
定
程
度
に
お
し
と
ど
め
、
地
方
に
お
け
る

地
域
社
会
の
発
展
を
阻
害
し
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
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’On　the　Revolt　of　Blo　b2an　bstan　hdsin

　　　by

，H．　SatQ．

　　We　have　not．1　s6．．maBY　’studies　on　the　r’evolt　of，Blo　．　bzan．／bstan．　・hdsin

in　the　C醜％g－hai．．．region；青海．．　in∬23　under．．／，the　reigA　of　Yung　cheng．ti

雍正帝．The　gereral　history　of　the　Ch‘ing　dynasty清朝describes　it　only

as　a　minu“Le　revolt　in　tlie　frontier．

The伽・8　dy⑳γ・howeYg・・by　d・f⑳＄th蟹甲・・lt・P・・c1・呈m・d　th・

Qosirun　System　ma‘filJ　in　this　region　for　the　first　time　and　succeeded　in

taking　this　area　into　its　territory．

　　This　article，　after　investigating　the　cause，　the　process　and　the　effect　of

this　revel－i，　will　show　that　after　the　conquest　of　the　Ch‘ing－hai　region

by　Gugi　qa｝・z　・the．activity　of　the　Qosirasd　tribe　came　to　a　final　end．

Th・P・・cess：b坤r1：耳rゆlirhmeヰ．ρt．．串⑱le－Ar⑳Th脚d・

　　　　　　　　　　Around　the　・Time　of　Chakri　．Refot’rriation

　　　by

S．　Tariabe

　　The　advancernent，　of　．tbe．．Western　coloniql　ppy．ie：s．ip　the　late．，19th

century　had　cagp．g．．d．q　rpd．ical　chq，nge　in　Thai！an〈　．　society．under　the．p．　IC

regim．e　ef　Ra彦anako吻dγn章sty．　C門下Reformation　c3n　be　charact樗rl『ed

as　a　series　of　domestic　reforrp　which　was　launched　by　Chakri　royal

court　headed　．by　．Rqma　V　C．hulalongkon　in　response　to　the　irppact．　．oi　the

Western　colonial　powers　as　a　direct　motivation．　They　perceived　the

pressure　from　the　outside　upon　PTathetsarat　（tributary　chiefdom．　s）　in　the

frontier　as　a　danger　to　the　existence　of　state　and　were　forced to　reform

the　administrative　form　of　state－area　which　was　composed　of　Huamdeng

（provinces）　under　the　old　regime．　The　reforrn　of　provincial　adminis－

tration　iB　response　to　the　pressure　from　the　outside　was　launched　by

Kasuang　Mahatthai　（ministry　of　interior）　headed　by　prince　Damrong　and

1〈ept　bringing　the　centralized　adminstration　through　integrating　the
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old　Huamtiang　into　Montleon　’（circle）．・That・　is　・the　’establishment　of

Thesaphiban　（system　of　provincial　administration）．　Thesaphiban　which

negated　the　individua！　administration　and　management　by　Chao　Mtiang

（provincial　chiefs）　was　also　the　instrument　for　carrying　through　the

despotic　rule　more　functionally　and　rationa！iy．　This　article　will　pursue

the　si加ation　of　state－area　and　the　change　of　its．administrative　form

from七he　time　of　the　old　regime　to　the　time　of　C肋筋Reformation。

Reconsideration　of　’the　Luddism”

by

Y．　Takei

　　According　to　tlte　accepted　theory，　the　Luddism　was　tlie　traditional

domestic　workers’　desperate　rising　against　the　introduction　of　the　labour－

saving　machinery．　The　Luddism，　on　the　contrary，　started　in　two　centres

of　the　movement，　that　．is，．．in，　the　Midlands　and　Lancashlre，　with　Bo

relation　to　it．　The　author，　therefQre，　concluded　that　the　machine－breal〈ing

was　no　more　than　tacticS　bf　Ltiddites　and　their　intent1on　was　the　political

reform．　Though　workers’　political　reform　movement　was　recessed　by

dissolution　of　the　Londgn　Corre．g．pQnding．　Society　in　1799，　the　Luddism

called　it　forth　again．　The　Luddism　was　not　a　pro－economic　but　a　po一

1itical　and　economic　movement．

　　We　must　not　diminish　th’e’　Luddites’　aim　into　conservatism．　They

resisted　against　the　alienation　of　labour　by　the　pop’ 浮撃≠窒奄嘯≠狽奄盾氏@of　the

factory’ 唐凾唐狽?ｍ．　They’　tried” ≠モ狽奄魔?ｌｙ　to　defend　the”ihdependence　and

autonoMy　of　production　in　order　to　continue’the　“legitimate”　and

“moral”　way　’of　life．　Such　’a　mental　attitude　of　Worl〈ers，　the　author

thinks，　is　still　held　by　th’e　present　English　wotking c！ass　in　promoting

the　Co－bperative　Movement．
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